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万
葉
集
の
「
根
」

―
借
訓
字
を
中
心
に
―

宮　

川　

晴　

加

は
じ
め
に

　

万
葉
集
の
表
記
は
「
音
字
」
と
「
訓
字
」
に
大
別
さ
れ
、
訓
字
は
さ
ら
に
「
正
訓
字
」
と
「
借
訓
字
」
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
区
別
は
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
橋
本
四
郎
が
「
仮
名
で
あ
る
と
共
に
意
義
表
象
を
喚
起
し
易
い
」
（
１
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
借
訓
字
で
も
字
義
が
意
識
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
表
記
は
多
い
。
そ
の
表
記
の
技
巧
性
に
着
目
し
た
の
は
井
手
至（
２
）で

あ
る
。
井
手
は
三
種
類
の「
掛
け
詞
」（「
連
鎖
型
」、「
含

蓄
型
」、「
物
名
型
」）
の
「
源
流
」
が
万
葉
集
中
に
見
ら
れ
る
と
し
、
特
に
「
含
蓄
型
」
は
表
記
さ
れ
た
文
字
面
か
ら
掛
け
詞
と
捉
え
う
る
も
の

が
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
万
葉
集
の
「
あ
る
語
句
の
表
記
に
他
の
部
分
の
表
現
と
関
連
し
て
連
想
さ
れ
る
意
味
を
表
わ
す
仮
名
」
を
多
用
す

る
性
格
に
よ
る
と
続
け
て
い
る
。
近
年
で
は
澤
崎
文
が
、集
中
に
お
い
て
表
記
例
の
多
い
「
訓
仮
名
の
主
要
字
母
」
は
「
字
義
を
意
識
さ
せ
な
い
」

た
め
に
選
択
さ
れ
た
と
論
じ
た（
３
）。

ま
た
「
喪
」
の
よ
う
に
表
記
例
が
少
な
い
も
の
は
字
義
へ
の
意
識
が
強
い
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
万
葉
集
の
表
記
は
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
つ
の
文
字
を
万
葉
集
全
体
か
ら
取
り
出
し
使
用
の
傾
向
を

み
る
調
査
は
少
な
い
。
本
論
で
は
「
根
」
に
注
目
し
て
、
借
訓
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
に
字
義
は
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
全
体
的
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に
見
て
「
根
」
は
字
義
を
意
識
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。「
根
」
は
字
義
が
明
確
で
正
訓
字
と
し
て
も
借
訓
字
と
し
て
も
相
当

数
の
用
例
が
存
在
す
る
。
か
つ
、
ネ
の
一
音
節
を
表
わ
す
借
訓
字
は
他
に
な
い
た
め
、
音
字
で
な
い
「
根
」
を
仮
名
表
記
に
お
い
て
選
択
す
る

意
図
を
探
る
の
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
万
葉
集
総
索
引
』
単
語
編
・
漢
字
編（
４
）及
び
『
校
本
万
葉
集
』
（
５
）

に
よ
れ
ば
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
歌
は
全
部
で
一
二
一
首
、
そ
の
う
ち
一

首
の
中
で
二
度
使
用
さ
れ
て
い
る
歌
が
七
首
あ
り
、
合
計
で
一
二
八
例
と
な
る（
６
）（
稿
末
資
料
参
照
）。
内
訳
は
正
訓
字
が
四
八
首
・
五
一
例
、
借

訓
字
が
一
七
首
一
七
例
、
そ
の
他
が
五
八
首
六
〇
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
根
」
を
正
訓
字
、
借
訓
字
、
分
類
が
困
難
な
も
の
（
枕
詞
、
地
名
、

そ
の
他
）
に
分
け
、
歌
意
や
他
の
文
字
の
意
義
と
の
関
連
を
調
べ
る
。
な
お
、
イ
ハ
ネ
な
ど
の
接
尾
語
は
正
訓
字
と
す
る
（
理
由
は
後
述
す
る
）。

な
お
、
万
葉
集
本
文
の
引
用
は
『
原
文
万
葉
集
』
（
７
）

に
よ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
一
二
八
の
用
例
の
ほ
か
に
巻
第
五
「
沈
痾
自
哀
文
」
本
文
で
も

一
度
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
漢
文
の
た
め
考
察
の
範
囲
に
含
め
な
い
。

一
、 

正
訓
字
の
「
根
」

　

ま
ず
は
「
根
」
の
字
義
を
確
認
す
る
。
大
漢
和
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

㊀
ね
。
㋑
草
木
の
、
地
下
に
在
っ
て
養
分
を
吸
収
す
る
部
分
。（
中
略
）
㋺
も
と
。
よ
り
ど
こ
ろ
。
事
物
の
本
原
。（
中
略
）
㋩
は
じ
め
。

お
こ
り
。（
中
略
）
㋥
物
の
下
の
方
。
ね
も
と
。（
中
略
）
㊁
ね
ざ
す
。
も
と
づ
く
。（
中
略
）
㊂
ね
だ
や
し
に
す
る
。

㊀
㋑
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
が
正
訓
字
の
中
心
的
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
万
葉
集
に
お
い
て
は
㊁
や
㊂
の
よ
う
な
動
詞
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
、
接
尾
語
「
根
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
時
代
別
で
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
（
９
）

接
尾
語
と
し
て
、
名
詞
に
直
接
、
あ
る
い
は
ガ
を
介
し
て
つ
く
。
大
体
、
生
え
て
い
る
も
の
・
地
に
つ
い
て
い
る
も
の
の
意
の
名
詞
に
接
し
、

そ
れ
ゆ
え
根
の
名
詞
的
意
味
を
保
っ
て
い
る
か
ど
う
か
決
め
に
く
い
こ
と
が
多
い
。
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時
代
別
の
指
摘
す
る
通
り
、
イ
ハ
ネ
な
ど
の
接
尾
語
ネ
に
「
根
の
名
詞
的
意
味
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
は
判
別
し
難
い
。
し
か
し
、
大
漢

和
の
「
根
」
の
字
義
㋑
、
㋺
、
㋩
、
㋥
は
提
示
し
て
い
る
接
尾
語
に
も
通
ず
る
と
言
え
よ
う
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
正
訓
字
と
み
な
し
て
お
く
。

た
だ
し
、
イ
モ
ナ
ネ
の
接
尾
語
ネ
は
別
語
と
考
え
ら
れ
る
た
め
借
訓
字
と
し
て
後
の
章
で
考
察
す
る
。

　

植
物
の
根
の
用
例
は
二
二
例
あ
り
、
う
ち
一
八
例
で
具
体
的
な
植
物
の
名
が
七
種
類
見
ら
れ
る
。
ス
ゲ
、
マ
ツ
、
ム
ラ
サ
キ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ク
ズ
、

ム
ロ
ノ
キ
、
ツ
マ
マ
の
七
種
で
あ
る
。
中
で
も
ス
ゲ
・
ス
ガ
（
巻
三
・
三
九
七
、
他
六
例
）、
マ
ツ
（
巻
一
・
六
六
、
他
四
例
）、
ム
ラ
サ
キ
（
巻

一
〇
・
一
八
二
五
、
巻
一
四
・
三
五
〇
〇
）
の
三
つ
は
例
が
二
つ
以
上
あ
る
。
特
に
ス
ゲ
・
ス
ガ
と
マ
ツ
は
枕
詞
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
・
マ
ツ
ガ
ネ
ノ

が
存
在
し
て
お
り
、
根
に
着
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。「
楊や
な
ぎ」（
巻
一
三
・
三
三
二
四
）
と
「
室む
ろ
の
き木
」（
巻
三
・
四
四
八
）
は
一

つ
し
か
用
例
が
無
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
歌
で
ネ
モ
コ
ロ
を
導
い
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
（
巻
九
・
一
七
二
三
、
巻
一
一
・
二
四
八
八
、
表
記

は
「
廻む
ろ
の
き

香
樹
」）。
後
の
章
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
「
連
鎖
型
」
の
掛
詞
と
指
摘
で
き
る
。
そ
の
た
め
根
に
着
目
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
植
物
と
言
え
よ
う
。「
葛く
ず

」（
巻
三
・
四
二
三
）、「
都つ

ま

ま
万
麻
」（
巻
一
九
・
四
一
五
九
）
も
用
例
が
一
つ
し
か
な
い
。
し
か
し
、
葛
は
「
一
云
」

の
部
分
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
都
万
麻
は
孤
例
で
あ
る
た
め
、
根
に
着
目
さ
れ
や
す
い
植
物
と
は
言
い
難
い
。
対
し
て
、
具
体
的
な
植
物
で
な

い
例
は
四
つ
あ
る
。「
木
根
」（
巻
九
・
一
七
五
三
）
と
「
草
根
」（
巻
一
・
一
〇
、
他
二
例
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
草
根
」
は
ク
サ
ネ
と
読
む

か
カ
ヤ
ネ
と
読
む
か
を
歌
意
か
ら
判
断
す
る
時
が
あ
り
、
カ
ヤ
ネ
と
す
る
場
合
は
「
か
や
・
す
す
き
な
ど
の
、
屋
根
を
ふ
く
草
」（
時
代
別
）
と

解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

接
尾
語
の
用
例
は
二
七
例
あ
る
。
最
も
多
い
用
法
は
イ
ハ
ネ
或
い
は
イ
ハ
ガ
ネ
（
石
根
・
磐
根
）
で
あ
る
（
巻
一
・
四
五
な
ど
。
全
て
合
わ

せ
て
一
三
例
）。
次
に
多
い
の
は
「
眉
根
」（
巻
四
・
五
六
二
、
他
九
例
）、
次
い
で
ヤ
マ
ト
シ
マ
ネ
（
巻
三
・
三
〇
三
、
同
・
三
六
六
）、「
垣
根
」

（
巻
一
〇
・
一
九
八
八
）
と
「
屋
根
」（
巻
四
・
七
七
九
）
は
一
つ
ず
つ
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
屋
根
」
を
除
い
て
「
生
え
て
い
る
も
の
・
地

に
つ
い
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。
ま
た
「
眉
根
」「
垣
根
」「
屋
根
」
は
現
代
で
も
使
用
さ
れ
る
語
句
な
の
で
、
あ
る
程
度
浸
透
し
て
い
た
用
法

と
言
え
よ
う
。



― 4 ―

　

こ
こ
で
植
物
と
も
接
尾
語
と
も
判
断
し
難
い
例
に
も
触
れ
て
お
く
。
三
二
七
四
番
歌
と
三
三
二
九
番
歌
に
見
ら
れ
る
「
根
延
門
」
で
あ
る
。
こ
の

二
首
の
該
当
部
分
に
は
少
し
の
差
が
あ
れ
ど
も
、
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
三
二
七
四
番
歌
を
挙
げ
る
。「
石い
は
が
ね根
乃の 

興こ

凝ご

敷し
き

道み
ち

乎を 

石い
は

床と
こ

笶の 

根ね
ば
へ
る
か
ど

延
門
を

」（
巻

一
三
・
三
二
七
四
）
と
詠
ま
れ
、
新
編
全
集
で
は
「
岩
床
は
未
詳
。
根
延
フ
と
い
う
述
語
か
ら
、
根
を
張
り
広
げ
る
或
る
種
の
植
物
と
考
え
ら
れ
る
」

と
解
説
さ
れ
、（

（1
（

新
大
系
で
は
「
岩
が
根
」
か
ら
の
縁
で
「
根
延
へ
る
」
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

先
述
し
た
よ
う
に
植
物
の
「
根
」
の
用
例
は
ほ
ぼ
植
物
の
名
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
根
を
歌
わ
れ
て
も
不
自
然
で
な

い
と
推
測
で
き
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
万
葉
歌
に
見
ら
れ
る
植
物
か
ら
「
根
」
を
見
て
み
た
い
。
万
葉
集
の
中
で
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
植

物
と
し
て
、
ハ
ギ
、
ウ
メ
、
タ
ク
、
ヌ
バ
タ
マ
、
マ
ツ
、
ア
シ
、
ス
ス
キ
、
サ
ク
ラ
が
挙
げ
ら
れ
る
。（

（1
（

そ
れ
ら
の
う
ち
、「
根
」
が
歌
の
中
で
使

用
さ
れ
て
い
る
例
の
あ
る
も
の
は
、
ハ
ギ
、
ウ
メ
、
マ
ツ
、
ア
シ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
正
訓
字
の
「
根
」
が
見
ら
れ
る
の
は
、
マ
ツ
と
ア
シ

の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
根
」
は
ど
の
植
物
と
も
相
性
の
良
い
文
字
で
は
な
く
、
そ
こ
に
特
徴
が
あ
る
も
の
に
用
い
ら
れ
る
向
き
が
あ
る
。

二
、 

分
類
が
困
難
な
「
根
」

　

枕
詞
と
地
名
の
表
記
に
は
正
訓
字
や
借
訓
字
に
近
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
語
源
や
語
義
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
正
訓

字
や
借
訓
字
と
は
別
に
章
を
立
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
正
訓
字
と
も
借
訓
字
と
も
決
め
が
た
く
、
か
つ
枕
詞
で
も
地
名
で
も
な
い
も
の
も
（
三
）

で
取
り
上
げ
る
。（

一
） 

枕
詞
及
び
序
詞
に
み
ら
れ
る
「
根
」

　
「
根
」
を
表
記
に
用
い
る
枕
詞
は
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
・
マ
ツ
ガ
ネ
ノ
・
ア
シ
ノ
ネ
ノ
・
ア
カ
ネ
サ
ス
・
タ
ラ
チ
ネ
ノ
・
サ
ネ
カ
ヅ
ラ
・
ア
リ
ネ
ヨ
シ
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の
七
つ
で
、
う
ち
五
つ
が
植
物
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ネ
に
「
根
」
を
必
ず
あ
て
る
も
の
、
ほ
ぼ
「
根
」
を
あ
て
る
も
の
、
そ
う
と
は

言
い
難
い
も
の
の
三
つ
に
分
け
考
察
す
る
。
ま
た
序
詞
ヤ
マ
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
触
れ
る
。

　

ス
ガ
ノ
ネ
ノ
（
巻
四
・
五
八
〇
、
他
八
例
）、
マ
ツ
ガ
ネ
ノ
（
巻
一
二
・
三
〇
四
七
、
他
二
例
）、
ア
シ
ノ
ネ
ノ
（
巻
七
・
一
三
二
四
）
は
全

て
の
用
例
で
ネ
に
「
根
」
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
根
」
は
文
字
通
り
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
枕
詞
だ
が
正
訓
字
の
表
記
で

あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
序
詞
の
ヤ
マ
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
も
三
つ
あ
る
用
例
の
全
て
で
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

　

ほ
ぼ
固
定
的
に
「
根
」
を
当
て
る
も
の
に
は
ア
カ
ネ
サ
ス
と
タ
ラ
チ
ネ
ノ
が
当
て
は
ま
る
。
ア
カ
ネ
サ
ス
は
集
中
で
一
一
例
あ
る
。
ア
カ
ネ

の
表
記
は
「
赤
根
」（
巻
二
・
一
九
九
、
ア
カ
ネ
サ
シ
を
含
め
他
七
例
）、「
茜
」（
巻
二
・
一
六
九
、
巻
六
・
九
一
六
）、「
安
可
祢
」（
巻
一
五
・

三
七
三
二
、
巻
二
〇
・
四
四
五
五
）、「
茜
草
」（
巻
一
・
二
〇
）
と
「
根
」
を
用
い
た
例
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
根
」
を
用
い
た

例
に
つ
い
て
、
た
だ
ち
に
正
訓
字
的
な
表
記
と
は
み
な
し
難
い
。
語
源
が
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。「
赤
根
」
を
「
正
訓
で
あ
っ
て
ア
カ
ネ
の
根
に

赤
色
色
素
が
多
量
に
含
ま
れ
、
こ
れ
が
植
物
の
語
源
と
な
っ
た
」（

（1
（

と
捉
え
る
も
の
も
あ
る
が
、「
中
古
頃
ま
で
色
名
・
染
色
名
に
用
例
が
な
い
こ

と
か
ら
、「
赤
＋
ね
」「
明
＋
ね
」（「
ね
」
は
接
尾
語
あ
る
い
は
「
根
」）、
ま
た
は
「
赤
丹
」
を
と
る
説
も
あ
る
」（

（1
（

と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
根
が

語
源
に
な
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
タ
ラ
チ
ネ
ノ
は
集
中
に
二
四
例
あ
り
、
う
ち
一
七
例
で
「
根
」
が
用
い
ら
れ
る
。
井
手
は
「
用
例
の
大

半
が
借
訓
仮
名
に
よ
っ
て
固
定
的
に
書
き
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
」
の
一
つ
に
「
垂
乳
根
・
足
乳
根
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
根
」
を
含
む
タ
ラ
チ

ネ
の
表
記
は
多
い
順
に
、「
足
千
根・

」（
巻
一
一
・
二
三
六
四
、
他
六
例
）、「「
垂
乳
根・

」）（
巻
九
・
一
七
七
四
、
他
四
例
）、「
足
乳
根・

」（
巻
七
・

一
三
五
七
、
他
二
例
）、「
帯
乳
根・

」（
巻
三
・
四
四
三
、
巻
一
三
・
三
二
五
八
）
で
、「
根
」
の
な
い
表
記
で
は
「
多
良
知
祢
」（
巻
一
五
・
三
六

八
八
、
他
七
例
、
た
だ
し
或
本
歌
も
含
め
る
）
が
あ
る
。
よ
っ
て
井
手
の
指
摘
は
「
根
」
に
関
す
る
限
り
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
か
か
り
方

が
不
明
で
語
義
が
未
詳
と
さ
れ
る
た
め
、（

（1
（

「
根
」
が
固
定
的
に
使
用
さ
れ
る
理
由
は
不
明
で
あ
り
、
正
訓
字
的
な
表
記
と
は
言
い
難
い
。

　

先
述
し
た
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
例
は
サ
ネ
カ
ヅ
ラ
と
ア
リ
ネ
ヨ
シ
で
あ
る
。
サ
ネ
カ
ヅ
ラ
の
例
は
集
中
で
二
つ
し
か
な

く
（
（1
（

「
狭
根
葛
」
の
表
記
は
巻
二
・
二
〇
七
番
歌
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歌
で
は
形
容
詞
マ
ネ
シ
の
連
用
形
マ
ネ
ク
に
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
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た
め
、
詳
し
く
は
次
章
で
述
べ
る
。
し
か
し
、
マ
ネ
ク
の
表
記
が
他
の
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
、
植
物
を
表
わ
す

語
が
表
記
に
見
ら
れ
る
点
、柿
本
人
麻
呂
の
泣
血
哀
慟
歌
で
あ
る
点
か
ら
、「
根
」
の
表
記
に
意
図
を
見
出
せ
る
。「
あ
り
ね
よ
し
（
在
根
良
）」（
巻

一
・
六
二
）
は
孤
例
か
つ
未
詳
語
で
「
対
馬
に
か
か
る
」（
時
代
別
）
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
ア
リ
ネ
は
高
く
現
れ
て
い
る
嶺
の
意
か
」（
新

編
全
集
）
と
い
う
意
見
や
、「
対
馬
の
険
し
い
山
々
を
「
在
り
嶺
よ
し
」
と
称
え
た
語
」（
新
大
系
）
と
い
う
推
測
が
あ
る
。
他
の
使
用
文
字
の

中
に
「
根
」
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
ア
リ
ネ
ヨ
シ
に
対
す
る
諸
注
釈
を
信
用
す
る
な
ら
、「
嶺
」
を
用
い
た
表
記
で

な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。「
嶺
」は
集
中
二
二
首
で
使
用
さ
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。
あ
え
て「
根
」が
選
択
さ
れ
て
い
る
点
に
意
図
を
感
じ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
・
マ
ツ
ガ
ネ
ノ
・
ア
シ
ノ
ネ
ノ
の
群
は
必
ず
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
「
植
物
」
＋
「
根
」

と
い
う
形
そ
の
も
の
が
枕
詞
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
序
詞
ヤ
マ
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
一
方
、
ほ
ぼ
固
定
的
に
「
根
」
を

あ
て
て
い
る
群
は
「
根
」
を
用
い
る
べ
き
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
語
源
や
語
義
、
か
か
り
方
に
不
明
な
点
が
あ

る
た
め
、
な
ぜ
「
根
」
が
固
定
的
に
用
い
ら
れ
る
の
か
説
明
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
群
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
サ
ネ
カ
ヅ
ラ
・
ア
リ
ネ
ヨ

シ
は
集
中
で
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
例
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
両
者
と
も
「
根
」
の
表
記
に
意
図
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
二
） 

地
名
に
み
ら
れ
る
「
根
」

　

地
名
の
用
例
は
全
部
で
六
例
あ
り
、そ
の
う
ち
二
例
が「
嶺
」を
表
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
地
名
で
は
な
く
借
訓
字
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、「
ネ

（
引
用
者
注
・
嶺
）
の
多
く
の
用
法
は
ア
ヒ
ヅ
ネ
・
サ
ガ
ム
ネ
の
よ
う
に
、
地
名
と
結
び
つ
く
か
、
ア
ダ
タ
ラ
ノ
ネ
・
フ
ジ
ノ
ネ
の
よ
う
に
ノ
を

介
し
て
地
名
と
結
び
つ
い
て
山
名
と
な
る
か
」（
時
代
別
）
と
解
説
さ
れ
る
た
め
地
名
と
す
る
。

　
「
根
」
以
外
の
植
物
を
表
わ
す
漢
字
が
表
記
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
阿あ

胡ご

根ね

能の

浦う
ら

」
を
歌
っ
た
巻
一
・
一
二
番
歌
と
「
青あ

を

根ね

我が

峯み
ね

」
を
歌
っ

た
巻
七
・
一
一
二
〇
番
歌
の
み
で
と
も
に
「
野
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。（

（1
（

し
か
し
「
野
」
は
集
中
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
字
で
あ
り
、
今
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回
は
「
根
」
と
同
様
に
地
名
で
の
使
用
で
あ
る
。
ノ
シ
マ
は
七
つ
の
用
例
の
う
ち
の
全
て
に
、ミ
ヨ
シ
ノ
は
三
二
の
用
例
の
う
ち
三
一
回
に
「
野
」

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
定
着
し
た
形
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、「
野
」
と
「
根
」
の
両
方
の
字
義
を
意
識
し
た
表
記
で
な
い
と

言
え
る
。
一
方
で
他
の
四
例
、「
雲う

根ね

火び

」
の
含
ま
れ
る
巻
一
・
一
三
番
歌
、「
筥は
こ

根ね

」
の
含
ま
れ
る
巻
七
・
一
一
七
五
番
歌
、「
築つ
く

羽ば

ね根
」
あ
る

い
は
「
筑つ
く

波ば

ね根
」
と
表
記
さ
れ
る
巻
三
・
三
八
三
番
歌
、
巻
八
・
一
四
九
七
番
歌
で
は
植
物
に
関
す
る
語
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
地
名
に
見
ら
れ
る
「
根
」
は
字
義
を
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
と
わ
か
る
。

（
三
） 

そ
の
他

　

正
訓
字
・
借
訓
字
の
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
く
、
か
つ
枕
詞
で
も
地
名
で
も
な
い
語
に
は
ネ
モ
コ
ロ
・
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
と
ハ
ネ
カ
ヅ
ラ
が
あ

て
は
ま
る
。
ネ
モ
コ
ロ
は
語
源
が
、
ハ
ネ
カ
ヅ
ラ
は
語
義
が
未
詳
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
説
が
あ
る
。

　

ネ
モ
コ
ロ
あ
る
い
は
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
は
集
中
で
五
例
あ
る
（
巻
四
・
六
一
九
、
巻
九
・
一
七
二
三
、
巻
一
一
・
二
四
八
六
或
本
歌
・
巻
一
三
・

三
二
八
四
、
巻
一
八
・
四
一
一
六
）。「
ね
も
こ
ろ
」
に
つ
い
て
時
代
別
は
「
ね
ん
ご
ろ
に
。
心
を
こ
め
て
。
丁
寧
に
。
つ
ぶ
さ
に
。
見
ル
・
思

フ
等
を
修
飾
す
る
こ
と
が
多
い
。
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
ニ
と
も
」
と
説
明
し
、
語
源
に
つ
い
て
二
つ
の
説
を
挙
げ
て
い
る
。

語
源
を
㋑
根
＝
モ
コ
ロ
（
如
し
の
意
。
→
も
こ
ろ
）
と
も
、
㋺
根
＝
モ
＝
凝
と
も
い
う
。
㋺
は
～
モ
～
（
ニ
）
と
い
う
形
で
構
成
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
、
～
が
～
す
る
ほ
ど
の
意
の
副
詞
句
と
し
て
、
足
モ
ア
カ
ガ
ニ
・
夜
モ
ス
ガ
ラ
等
の
同
類
と
み
、
動
詞
凝
ル
（
四
段
）
に
関

係
づ
け
る
の
で
あ
る
。
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
ニ
と
も
使
わ
れ
る
の
は
、
当
時
の
語
感
が
㋺
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
モ
コ
ロ
は
上
代
で
も

す
で
に
活
発
に
使
わ
れ
た
語
で
は
な
く
、
実
際
の
語
源
は
い
ず
れ
と
も
定
ま
ら
な
い
。

集
中
で
は
、
ネ
モ
コ
ロ
に
正
訓
字
「
懃
」「
惻
隠
」「
慇
懃
」
も
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
避
け
「
根
モ
コ
ロ
」
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

ネ
モ
コ
ロ
は
先
述
し
た
枕
詞
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
・
ア
シ
ノ
ネ
ノ
、
序
詞
ヤ
マ
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
が
係
る
語
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
「
難な
に
は波
乃の

菅す
げ

之の　
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根ね

毛も

許こ

呂ろ

尓に

」（
巻
四
・
六
一
九
）「
川か

は

柳や
ぎ

乃の　

根ね

毛も

居こ

侶ろ

雖み
れ
ど見

」（
巻
九
・
一
七
二
三
）
な
ど
植
物
が
「
ね
も
こ
ろ
」
に
係
る
例
も
あ
る
。
こ
れ

ら
は
井
手
の
指
摘
す
る
「
連
鎖
型
」
の
掛
詞
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
萩
野
了
子
（
（1
（

は
鈴
木
日
出
男（

（1
（

の
論
を
ふ
ま
え
、「
掛
詞
式
序
詞
」
の
例
と
し
て

植
物
と
「
ね
も
こ
ろ
」
を
挙
げ
、「
類
音
繰
返
し
の
序
詞
と
そ
の
接
合
部
分
の
用
語
が
一
致
し
て
い
る
」
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
巻
一
二
・
二
八
六
三
番
歌
、
同
・
三
〇
五
一
番
歌
に
も
触
れ
、「
同
音
を
繰
り
返
し
て
連
結
さ
せ
た
序
詞
に
も
同
様
の
関
係
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
萩
野
論
は
序
詞
の
み
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
主
張
は
枕
詞
に
も
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
巻
一
三
・
三

二
八
四
番
歌
は
枕
詞
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
か
ら
始
ま
る
歌
で
、「
菅す
が
の
ね根

之の　

根ね

毛も

一
伏

こ

三
向ろ

凝ご

呂ろ

尓に

…
」
と
表
記
さ
れ
る
。
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
・
ネ
モ
コ
ロ
の

両
方
に
「
根
」
が
使
用
さ
れ
、
植
物
か
ら
別
の
意
へ
転
換
し
た
こ
と
が
表
記
で
示
さ
れ
て
い
る
。
三
二
八
四
番
歌
が
最
も
端
的
な
例
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
他
の
植
物
か
ら
導
か
れ
る
「
根
モ
コ
ロ
」
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
示
す
た
め
「
根
モ
コ
ロ
」
の
表
記
が
存
在
し
う

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
語
源
に
関
わ
り
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、遊
び
の
要
素
と
し
て
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
は
ね
か
づ
ら
（
葉
根
縵
）」
二
例
（
巻
四
・
七
〇
五
、
同
・
七
〇
六
）
は
、
他
に
も
「
波
祢
縵
」（
巻
七
・
一
一
一
二
、
巻
一
一
・
二
六
二
七
）

と
表
記
さ
れ
る
。
現
在
の
研
究
で
は
「
年
ご
ろ
に
な
つ
た
少
女
の
髪
飾
」（

（2
（

で
あ
る
こ
と
、「
い
ず
れ
も
「
は
ね
か
づ
ら
い
ま
す
る
妹
」
の
形
で
、

少
女
か
ら
大
人
へ
の
境
界
に
あ
る
女
性
の
初
々
し
さ
象
徴
す
る
。
あ
る
い
は
当
時
の
成
女
式
の
習
俗
の
一
つ
」（

（2
（

と
さ
れ
る
こ
と
は
共
通
し
た
見

解
で
あ
る
。
し
か
し
、
材
料
な
ど
具
体
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
複
数
の
意
見
が
存
在
し
て
い
る
。
仙
覚
抄
で
は
「
ナ
ト
、
ネ
ト
同
内
相
通
」
と

し
て
「
ハ
ナ
カ
ツ
ラ
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。（

（2
（

こ
れ
に
対
し
契
沖
は
「
花
ヲ
ハ
ネ
ト
通
ハ
シ
云
ヘ
ル
例
ナ
シ
」
と
批
判
し
て
お
り
、「
此
ハ
髪
ノ

飾
ニ
ハ
ネ
タ
ル
物
ナ
ト
ノ
著
ケ
タ
ル
ヲ
」
言
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。（

（2
（

攷
証
は
両
者
を
批
判
的
に
と
ら
え
、「
い
ろ
〳
〵
の
紙
を
い
と
細
く
裁
た
る

に
て
、
鳥
の
羽
に
似
た
り
と
も
い
は
る
ゝ
物
な
り
。
さ
れ
ば
、
古
し
へ
、
鳥
の
羽
な
ど
を
少
女
の
飾
と
し
た
る
に
て
、
羽
か
づ
ら
の
意
に
は
あ

ら
ざ
る
歟
」
と
主
張
し
て
い
る
。（

（2
（

全
釋
に
は
「
埴
輪
土
偶
に
、
大
き
な
鳥
の
羽
を
附
け
た
も
の
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
で
あ
ら
う
」（

（2
（

と
あ
り
、

全
註
釋
に
は
「
鳥
の
羽
を

に
す
る
も
の
。
ま
た
菖
蒲
の
葉
や
根
を
に
し
て
五
月
五
日
に
戴
く
も
の
と
も
い
う
」（

（2
（

と
あ
る
。
伊
藤
博
は
「
羽
毛

で
作
っ
た
髪
飾
り
」（

（2
（

と
し
、
阿
蘇
瑞
枝
は
成
人
女
性
の
髪
飾
り
と
さ
れ
る
点
か
ら
、「
花
か
づ
ら
、
も
し
く
は
葉
を
飾
っ
た
か
づ
ら
が
現
実
的
で
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あ
る
よ
う
に
思
う
」（

（2
（

と
推
測
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
こ
れ
ら
の
考
察
の
多
く
が
「
波
祢
縵
」
よ
り
も
「
葉
根
縵
」
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
わ

か
る
。
未
詳
の
語
義
を
、
訓
字
を
用
い
た
表
記
か
ら
考
察
す
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
言
葉
だ
か
ら

こ
そ
、
表
記
を
語
義
に
結
び
付
け
る
の
は
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

分
類
で
き
な
い
「
根
」
が
含
ま
れ
る
語
句
は
、
語
源
や
語
義
が
未
詳
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
共
に
植
物
に
関
連
の
あ
る
推
測
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
「
根
」
が
表
記
に
使
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
端
を
発
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
字
義
が
語
義
の
解
釈
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
え
る
。

だ
が
、
未
詳
語
の
語
義
を
文
字
面
か
ら
考
察
す
る
の
は
軽
率
で
あ
る
。

三
、 

借
訓
字
の
「
根
」

　

借
訓
字
（
全
一
七
例
）
を
、
名
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
、
形
容
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の
、
助
詞
と
そ
の
一
部
、
助
動
詞
に

使
用
さ
れ
る
も
の
、
イ
モ
ナ
ネ
、
の
四
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
。

（
一
） 

名
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の

　

名
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
例
は
二
つ
で
、「
根ね

都つ

古こ

具ぐ

佐さ

」（
巻
一
四
・
三
五
〇
八
）
と
「
弥み

不ふ

根ね

」（
巻
一
八
・
四
〇
四
五
）
が
当
て
は
ま
る
。

こ
の
二
例
は
音
字
主
体
表
記
歌
巻
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

ネ
ツ
コ
グ
サ
は
未
詳
の
植
物
で
あ
る
が
、
お
き
な
ぐ
さ
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。『
万
葉
集
古
義
』
で
は
「
彼
の
国
富
士
の
麓
の
、
海
に
出

た
る
岬
を
、
三
浦
崎
と
云
り
、
又
そ
の
あ
た
り
に
て
、
白
頭
翁
を
ね
こ
草
と
い
へ
り
、
ね
こ
ぐ
さ
、
や
が
て
根
つ
こ
草
な
る
べ
し
と
云
り
」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。（

（2
（

こ
の
「
白
頭
翁
」
が
お
き
な
ぐ
さ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
ネ
ツ
コ
グ
サ
は
「
女
の
譬
え
。
お
き
な
ぐ
さ
で
あ
れ
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ば
（
中
略
）、四
、五
月
頃
に
咲
く
暗
赤
紫
色
の
可
憐
な
花
は
、形
態
に
お
い
て
も
女
性
を
連
想
さ
せ
る
に
充
分
」（
釋
注
）
と
解
釈
さ
れ
た
り
、「「
ね

つ
こ
草
」
の
「
ね
」
に
「
寝
」
を
掛
け
て
、下
句
の
「
相
見
」
を
起
こ
す
比
喩
の
序
詞
と
し
た
も
の
」（
全
歌
講
義
）
と
解
釈
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

未
詳
で
は
あ
る
も
の
の
、
植
物
の
名
に
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
字
義
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
同
じ
歌
に
植

物
を
字
義
と
す
る
「
芝
」
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
芝
」
の
含
ま
れ
る
第
一
句
（
傍
線
部
）
は
「
第
二
句
、
又
は
第
三
句
に
つ
づ
く
、
枕
詞
の

や
う
に
見
え
ぬ
こ
と
は
な
い
」（

（3
（

、「
そ
の
用
字
法
か
ら
地
名
」（
注
釋
）
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
。「
芝
付
之
」
も
「
根
都
古

具
佐
」
も
不
明
な
部
分
が
あ
る
が
、「
芝
」
と
「
根
」
は
共
に
植
物
を
意
味
す
る
字
な
の
で
、
あ
え
て
同
じ
句
の
う
ち
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
を

指
摘
で
き
る
。

　
「
弥
不
根
」
は
「
御
船
」
の
表
記
の
一
つ
で
あ
る
。
一
字
一
音
表
記
に
お
い
て
「
御
船
」
が
歌
わ
れ
る
の
は
六
回
で
、
う
ち
「
美
布
祢
」
は
四

回
（
巻
一
五
・
二
六
五
六
、
同
・
三
七
〇
五
、
巻
一
八
・
四
〇
六
一
、
巻
二
〇
・
四
三
六
三
）、「
美
敷
祢
」（
巻
一
八
・
四
〇
五
六
）「
弥
不
根
」

は
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
表
記
さ
れ
る
。
旧
大
系
は
「
不
の
仮
名
は
、
巻
十
八
で
は
、
特
殊
な
個
所
に
だ
け
見
え
る
文
字
。
訓
仮
名
の
『
根
』
も

同
様
。
一
般
的
に
は
祢
（
ネ
）
を
使
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（

（3
（

ま
た
、
訓
仮
名
と
し
て
「
見
」
が
使
用
さ
れ
る
の
も
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
（
新

大
系
）。
さ
ら
に
、
同
じ
句
に
見
ら
れ
る
「
支
」
も
「
万
葉
集
中
、
巻
十
八
の
特
別
な
群
に
だ
け
見
ら
れ
る
仮
名
」（
大
系
）
と
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
解
説
の
「
特
別
な
群
」
と
は
「
か
な
り
大
規
模
な
補
修
が
行
わ
れ
た
」（
大
系
）
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
箇
所
を
指
す
。
こ
の
よ
う

に
四
〇
四
五
番
歌
は
補
修
を
行
っ
た
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
の
表
記
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
歌
に
は
「
麻
」
が

含
ま
れ
て
い
る
。
植
物
を
意
味
す
る
字
だ
が
、
こ
れ
は
特
に
一
字
一
音
表
記
で
多
く
用
い
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
。
よ
っ
て
字
義
を
意
識
し
て
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
推
測
で
き
、今
回
は
植
物
と
関
連
の
あ
る
語
と
は
言
い
難
い
。
よ
っ
て
、歌
意
と
も
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
と
も「
根
」

と
の
関
連
は
見
い
だ
せ
な
い
と
言
え
よ
う
。

　

名
詞
に
使
用
さ
れ
る「
根
」は
音
字
主
体
表
記
歌
巻
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
共
通
点
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、三
五
〇
八
番
歌
で
は「
根
」

の
字
義
と
関
わ
り
の
あ
る
語
を
見
出
せ
た
が
、
四
〇
四
五
番
歌
で
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
四
〇
四
五
番
歌
が
修
復
さ
れ
た
歌
で
あ
る
可
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能
性
が
高
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
） 

形
容
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の

　
「
根
」
が
形
容
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
二
・
二
〇
七
番
歌
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
第
二
章
第
一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
枕

詞
の
「
狭
根
葛
」
に
も
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

形
容
詞
マ
ネ
シ
の
連
用
形
マ
ネ
ク
を
「
真
根
久
」
と
作
る
。「
ま
ね
し
」
は
「
度
重
な
る
。
し
げ
し
げ
と
多
い
」（
時
代
別
）
の
意
を
持
つ
。

集
中
に
一
〇
例
あ
る
語
で
、
表
記
は
「
数
多
」
が
六
例
（
巻
二
・
一
六
七
、
他
五
例
）、「
麻
祢
久
」
が
三
例
（
巻
四
・
七
八
七
、
他
二
例
）
で
「
真

根
久
」
は
一
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
。「
数
多
」
は
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
で
、「
麻
祢
久
」
は
音
字
主
体
表
記
歌
巻
で
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
固
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
一
字
一
音
表
記
の
「
真
根
久
」
が
音
字
主
体
表
記
歌
巻
で
な
い
巻
二
で
見
ら
れ
る
の

は
特
殊
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
歌
で
は
そ
の
あ
と
に
枕
詞
「
狭
根
葛
」
が
続
く
。
マ
ネ
ク
と
サ
ネ
カ
ヅ
ラ
が
一
緒
に
も
歌
わ
れ
る
の
は
当
該

歌
の
み
の
た
め
、「
根
」
が
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
表
記
の
意
図
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
根
」
が
二
度
使
用
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、「
管
」
や
「
黄
葉
乃
」
な
ど
植
物
と
関
連
し
て
い
る
語
が
歌
の
中
に
見
ら
れ
る
（
資
料
傍
線
部
）。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
「
柿
本

朝
臣
人
麻
呂
の
、妻
死
し
て
後
に
泣
血
哀
慟
し
て
作
り
し
歌
二
首
短
歌
を
并
せ
た
り
」
の
一
つ
で
、死
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
根
」

か
ら
「
死
」
が
連
想
さ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
記
紀
に
み
え
る
「
根
堅
州
国
」
や
「
根
国
」
に
つ
い
て
は
、「
黄
泉
の
国
」
あ
る
い
は
「
死

後
の
世
界
」
を
指
す
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
（
時
代
別
）。「
根
堅
州
国
」
を
「
黄
泉
の
国
」
と
す
る
説
に
は
異
論
も
あ
る
も
の
の
、
死
者
を

土
中
に
埋
葬
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
歌
意
と
も
関
わ
り
の
あ
る
表
記
と
も
言
え
よ
う
。
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（
三
） 

付
属
語
ま
た
は
そ
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の

　

助
詞
と
そ
の
一
部
、
お
よ
び
助
動
詞
の
例
は
一
三
例
あ
り
、
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
希
求
の
終
助
詞
の
「
ね
」、
打
消
助
動
詞
「
ず
」
の
已

然
形
の
「
ね
」、
願
望
の
助
詞
「
が
ね
」
の
「
ね
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
一
三
例
の
う
ち
の
一
一
例
で
希
求
の
終
助
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ

て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

　

助
詞
「
ね
」
は
「
他
に
求
め
る
意
の
助
詞
」（
注
釋
）、「
希
求
の
終
助
詞
」（
新
編
全
集
）
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
禁
止
の
意
を
持
つ
「
な
～
そ
」

の
後
に
来
る
こ
と
も
多
く
、一
一
例
の
う
ち
五
つ
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
は
「
下
手
に
出
て
禁
止
を
願
う
語
法
」（
釋
注
）
な
ど
と
解
説
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
植
物
を
意
味
す
る
語
が
正
訓
字
と
し
て
表
記
さ
れ
る
歌
は
七
つ
あ
る
（
巻
一
・
一
、
巻
七
・
一
三
四
七
、
巻
一
〇
・
二
〇

九
七
、
同
・
二
一
一
六
、
同
・
二
一
二
五
、
巻
一
一
・
二
三
五
一
、
同
・
二
五
一
九
）。
こ
れ
ら
は
正
訓
字
の
性
質
か
ら
、
歌
意
も
植
物
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
二
五
一
九
番
歌
で
歌
わ
れ
る
植
物
「
真
木
」
は
「
真
木
乃
板
戸
」
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

植
物
が
歌
意
に
関
わ
る
が
、
植
物
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
植
物
を
表
す
語
が
地
名
・
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
二
つ
あ
る
（
資

料
破
線
部
）。
一
六
八
〇
番
歌
は
地
名
と
し
て
「
木
」（
紀
伊
）、二
三
六
四
番
歌
は
枕
詞
「
足
乳
根
之
」
で
「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、

「
根
」
以
外
に
植
物
の
文
字
が
表
記
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
二
二
五
三
番
歌
の
例
も
あ
る
。
二
二
五
三
番
歌
は
「
露
に
寄
す
る
八
首
」
の
一
つ
で

あ
り
、
こ
れ
ら
に
分
類
さ
れ
る
八
首
の
う
ち
の
五
首
で
「
芽
子
」
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
で
は
「
芽
子
」
は
見
ら
れ
な
い
。

　

一
方
で
本
文
異
同
に
関
わ
る
例
も
あ
る
。
巻
六
・
一
〇
二
〇
、
一
〇
二
一
番
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
解
釈
に
よ
り
異
な
る
校
訂
が
な
さ
れ
て

い
る
部
分
が
い
く
つ
か
あ
り
、
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
今
回
は
「
根
」
と
関
連
す
る
も
の
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
歌
は
罪
を
負
っ

て
島
流
し
に
さ
れ
た
愛
し
い
男
が
無
事
に
元
の
国
へ
帰
れ
る
よ
う
に
、
と
祈
る
内
容
で
あ
る
。
諸
注
釈
で
は
、
歌
意
も
使
用
さ
れ
る
文
字
も
全

く
植
物
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
諸
本
で
は
傍
線
部
「
莫
管
見
」
が
「
草
管
見
」
に
作
ら
れ
、「
根
」
と
の
関
連
を
指
摘
で
き
る
。
こ

の
「
莫
管
見
」
と
す
る
誤
字
説
は
、
本
居
宣
長
が
『
玉
勝
間
』
で
「
同
集
六
に
草
管
見
身
疾
不
有
と
よ
め
る
、
草
と
い
へ
る
は
、
か
の
か
ら
書
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の
草
居
云
々
の
説
に
よ
れ
る
か
、
と
思
ふ
人
も
あ
め
れ
ど
、
然
に
は
あ
ら
ず
、
此
草
字
は
、
莫
の
誤
れ
る
に
て
」（

（3
（

と
述
べ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

現
在
多
く
の
注
釈
書
（
全
釋
、
注
釋
、
釋
注
、
新
編
全
集
、
新
大
系
）
が
こ
れ
を
支
持
し
て
お
り
、
主
流
の
解
釈
と
い
え
る
。
こ
れ
が
支
持
さ

れ
る
理
由
と
し
て
、
ツ
ツ
ミ
ナ
ク
と
い
う
例
が
三
つ
あ
る
の
に
対
し
「「
ク
サ
ツ
ツ
ミ
」
の
語
は
他
に
な
い
こ
と
」（
注
釋
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
で
、『
玉
勝
間
』
よ
り
前
に
著
さ
れ
た
賀
茂
真
淵
の
『
冠
辞
考
』
に
は
「
草
づ
ゝ
み
」
の
項
目
が
あ
り
、「
や
ま
ひ
」
の
枕
詞
と
し
て
「
旅

の
草
む
し
ろ
に
あ
り
て
ふ
蟲
の
名
冠
ら
し
め
た
り
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。（

（3
（

誤
字
説
を
支
持
し
な
い
注
釈
書
で
は
「
枕
詞
と
見
え
る
が
語
義
が

明
か
で
な
い
」（
私
注
）
と
い
う
解
釈
や
、「
今
原
文
の
ま
ま
と
す
る
が
、
明
證
は
な
い
」（
全
註
釋
）、
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
草

管
見
」
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
推
察
が
あ
り
「
ツ
ツ
ミ
は
災
難
に
逢
つ
て
物
忌
す
る
を
い
う
。
そ
れ
の
な
い
の
は
無
事
の
意
に
な
る
。
ク
サ

を
冠
し
た
の
は
、
旅
行
の
災
難
の
意
か
ら
で
あ
ろ
う
か
」（
全
註
釋
）、「
瘡
即
ち
外
疾
か
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
」（
全
釋
）
な
ど
が

あ
る
。「
草
」
が
誤
字
で
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
歌
も
植
物
を
表
す
文
字
を
含
ん
で
い
る
例
に
数
え
ら
れ
る
。

　

願
望
の
助
詞
ガ
ネ
の
ネ
に
「
根
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
巻
九
・
一
九
〇
六
番
歌
の
み
で
あ
る
。「
梅
花
」
を
詠
ん
で
お
り
、
表
記
に
も
歌

意
に
も
植
物
が
関
わ
っ
て
い
る
。
願
望
の
助
詞
「
が
ね
」
は
集
中
に
一
四
例
あ
り
、
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
で
は
当
該
歌
以
外
の
全
て
で
「
金
」

に
作
ら
れ
る
（
巻
三
・
三
六
四
、
他
七
首
）。
な
か
で
も
巻
一
〇
・
二
三
二
九
番
歌
は
、
一
九
〇
六
番
歌
と
同
様
に
「
梅
花
」
を
歌
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
一
九
〇
六
番
歌
は
植
物
を
歌
っ
て
い
る
た
め
「
之
根
」
と
表
記
し
た
と
は
断
じ
難
い
。
な
お
、「
之
」
が
一
つ
の
歌
で
異
な
る
読
み
方

で
二
度
使
用
さ
れ
て
い
る
理
由
も
不
明
で
あ
る
。

　

打
消
の
助
動
詞
ズ
の
已
然
形
で
の
使
用
は
巻
二
・
一
二
三
番
歌
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
植
物
に
関
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
根
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
「
多た

香か

根ね

者ば

長な
が

寸き

」
の
あ
と
に
「
妹
之
髪
」
と
続
く
の
は
意
図
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。「
根
」
と
「
髪
」
は
細
く
て

長
い
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
そ
の
た
め
妻
の
髪
の
さ
ま
を
連
想
さ
せ
る
比
喩
と
し
て
の
役
割
を
「
根
」
が
担
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
歌
意
と
「
根
」
の
字
義
は
関
連
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

助
詞
・
助
動
詞
に
「
根
」
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
歌
は
、
植
物
を
表
す
語
を
、
正
訓
字
と
し
て
用
い
る
場
合
、
借
訓
字
と
し
て
用
い
る
場
合
、
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ど
ち
ら
も
な
い
場
合
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
と
は
言
え
、
正
訓
字
・
借
訓
字
と
し
て
植
物
の
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
た
め
、「
根
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
意
図
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
植
物
の
文
字
が
見
ら
れ
な
く
て
も
、
形
態
が
類
似
す
る
も
の
を
比

喩
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
例
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
語
義
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
四
） 
イ
モ
ナ
ネ
で
使
用
さ
れ
る
も
の

　

最
後
に
イ
モ
ナ
ネ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
は
巻
九
・
一
八
〇
〇
番
歌
が
該
当
す
る
。
接
尾
語
と
も
捉
え
ら
れ
、
時
代
別
で
は
「
ナ
と
ネ
を

単
に
愛
称
の
接
尾
語
と
み
る
の
は
、
ナ
ネ
の
単
独
の
用
法
も
あ
り
、
類
語
ナ
セ
も
あ
り
、
無
理
で
あ
ろ
う
」
と
解
説
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
第
二

章
で
挙
げ
た
イ
ハ
ネ
の
よ
う
な
接
尾
語
と
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
こ
ち
ら
で
取
り
上
げ
る
。

　

ナ
ネ
は
時
代
別
で
は
「
親
し
い
女
性
を
呼
ぶ
語
。
男
性
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
、
用
例
に
万
葉
集
と
神
武
記
「
那
泥
此
二
字

以　

音

汝

命
」（

（3
（

を
挙
げ
て
い
る
。
澤
瀉
は
「
女
に
対
す
る
愛
称
で
、
こ
こ
は
妹
に
つ
け
て
い
と
し
い
妹
の
意
に
用
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
」（
注
釋
）
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
阿
蘇
は
七
二
四
番
歌
の
解
説
で
「
ナ
は
古
い
一
人
称
の
代
名
詞
。
後
に
二
人
称
に
転
用
。
肉
親
に
対
し
て
親
愛
の
情
を
こ
め

た
呼
び
か
け
」（
全
歌
講
義
）
と
述
べ
て
い
る
。
集
中
で
確
認
で
き
る
「
な
ね
」
は
「
名
姉
」（
巻
四
・
七
二
四
）
の
み
で
、
イ
モ
ナ
ネ
の
形
は

一
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
歌
で
「
根
」
に
関
わ
り
が
あ
る
語
と
し
て
、
第
二
句
に
あ
る
「
麻
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
し
た
巻
一
八
・
四
〇
四
五
番
歌
の
考
察
に
お

い
て
「
麻
」
は
音
字
と
し
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
一
八
〇
〇
番
歌
に
お
い
て
は
正
訓
字
と
し
て
表
記
さ
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
植
物
を
表
す
語
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
紐
緒
」
の
よ
う
に
根
と
形
状
が
似
て
い
る
も
の
も
歌
わ
れ
る
。
こ
の

歌
は
題
詞
に
「
足
柄
の
坂
を
過
ぎ
し
と
き
に
、
死
人
を
見
て
作
り
し
歌
一
首
」
と
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
根
国
」
が
「
死
後
の
世
界
」（
時

代
別
）
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
根
」
は
死
と
関
わ
り
の
あ
る
語
と
言
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、歌
意
と
も
関
わ
り
を
認
め
う
る
。
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、
借
訓
字
「
根
」
が
字
義
を
意
識
し
て
使
用
さ
れ
た
歌
が
多
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
全
一
七
例
の
う
ち
一
三
例
が
、
植

物
を
意
味
す
る
文
字
と
と
も
に
表
記
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、根
の
形
態
や
他
の
文
献
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
同
時
代
の
一
般
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
例
も
あ
っ
た
。
植
物
を
意
味
す
る
文
字
は
正
訓
字
の
用
法
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
そ
の
字
義
と
「
根
」
と

の
間
に
連
想
が
働
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
例
も
ま
た
「
根
」
の
字
義
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
、
助
詞
の
「
ね
」
に
あ
て
た
例
が
多

い
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
訓
字
で
表
記
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
た
め
音
字
を
避
け
て
借
訓
字
を
選
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
付

属
語
に
音
字
の
多
い
歌
の
な
か
で
借
訓
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
例
に
つ
い
て
は
字
義
の
意
識
を
指
摘
で
き
よ
う
。

四
、 

万
葉
集
に
お
け
る
根

　

訓
字
表
記
と
音
字
表
記
の
ネ
を
比
較
し
考
察
に
加
え
る
。
ネ
の
音
字
表
記
に
は
「
祢
」
や
「
泥
」、「
年
」
な
ど
が
存
在
す
る
。
今
回
は
そ
の

中
で
最
も
例
の
多
い
「
祢
」
を
取
り
上
げ
、
比
較
対
象
は
「
根
」
と
「
祢
」
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
語
句
に
と
ど
め
る
。

　
「
祢
」
は
集
中
で
二
八
六
首
、三
六
四
例
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
、二
六
〇
首
は
い
わ
ゆ
る
音
字
主
体
表
記
歌
巻
に
書
か
れ
て
い
る
。「
根
」

と
「
祢
」
の
両
方
を
表
記
に
用
い
て
い
る
語
句
は
一
五
語
ほ
ど
あ
る
。
（
（3
（

　
「
祢
」
の
用
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ア
カ
ネ
サ
ス
（
巻
一
五
・
三
七
三
二
、
他
二
例
）、
イ
ハ
ガ
ネ
（
巻
一
五
・
三
六
八
八
）、
イ
ハ
ネ
（
巻

一
七
・
四
〇
〇
六
、
他
二
例
）、
ク
サ
ネ
（
巻
一
四
・
三
四
七
九
）、
タ
ラ
チ
ネ
ノ
（
巻
一
五
・
三
六
九
一
、
他
五
例
）、
ツ
ク
ハ
ネ
（
巻
一
四
・

三
三
五
〇
、
他
七
例
）、
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
ニ
（
巻
二
〇
・
四
四
五
四
）、
ネ
モ
コ
ロ
ニ
（
巻
一
四
・
三
四
一
〇
、
他
二
例
）、
ハ
コ
ネ
（
巻
一
四
・

三
三
六
四
、
同
・
三
三
七
〇
）、
ハ
ネ
カ
ヅ
ラ
（
巻
七
・
一
一
一
二
、
巻
一
一
・
二
六
二
七
）、
マ
ネ
ク
（
巻
四
・
七
八
七
、
他
二
例
）、
ヤ
マ
ト

シ
マ
ネ
（
巻
二
〇
・
四
四
八
七
）
の
三
一
例
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
根
」
と
同
様
に
助
詞
や
助
動
詞
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
用
例
数
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は
四
〇
を
超
え
る
。
こ
れ
ら
は
お
よ
そ
九
二
首
に
わ
た
っ
て
確
認
で
き
、う
ち
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
で
み
ら
れ
る
も
の
は
一
二
首
で
あ
る
。
ま
た
、

自
立
語
の
表
記
で
は
マ
ネ
ク
以
外
の
も
の
は
「
祢
」
を
用
い
た
例
が
「
根
」
を
用
い
た
例
よ
り
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
イ
ハ
ネ
な
ど
の

接
尾
語
は
六
例
し
か
な
い
の
に
対
し
、
正
訓
字
の
「
根
」
は
二
七
例
も
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。

　

以
上
か
ら
、万
葉
集
の
「
根
」
は
表
記
全
体
で
見
て
も
字
義
を
意
識
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
わ
か
る
。
な
か
で
も
借
訓
字
の
「
根
」

は
植
物
を
表
す
文
字
が
同
じ
歌
の
う
ち
に
ほ
ぼ
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
植
物
を
示
す
文
字
が
無
い
場
合
で
も
、
根
の
イ
メ
ー
ジ
が
利
用
さ
れ

て
い
る
と
推
測
で
き
る
も
の
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ネ
モ
コ
ロ
に
「
根
」
を
あ
て
た
例
で
は
、
こ
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
で
連
鎖
型
の
掛
詞
と

し
て
植
物
か
ら
自
然
に
別
の
言
葉
へ
繫
い
で
い
る
の
を
分
か
り
や
す
く
し
て
い
る
と
推
測
で
き
た
。
加
え
て
、
イ
ハ
ネ
な
ど
の
接
尾
語
の
「
根
」

は
正
訓
字
が
圧
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
、
字
義
が
表
記
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

よ
っ
て
、「
根
」
は
字
義
を
意
識
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
少
な
く
と
も
、
字
義
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
を
許
容

し
た
表
記
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
訓
仮
名
ネ
に
対
し
音
仮
名
ネ
に
つ
い
て
は
十
分
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

　

注
（
１
）
橋
本
四
郎
「
訓
仮
名
を
め
ぐ
つ
て
」（『
万
葉
』
三
三
号
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
）。

（
２
）
井
手
至
「
掛
け
詞
の
源
流
」（『
遊
文
録　

国
語
史
篇
二
』、
一
九
九
九
年
一
月
）。
初
出
は
『
人
文
研
究
』
二
一
巻
六
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
。
以

下
、
井
出
の
引
用
は
同
論
文
に
よ
る
。

（
３
）
澤
崎
文
「
万
葉
仮
名
の
字
義
を
意
識
さ
せ
な
い
字
母
選
択
―
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
訓
仮
名
を
中
心
に
―
」（『
日
本
語
の
研
究
』
第
八
巻
、一
号
、

二
〇
一
二
年
）。
以
下
、
澤
崎
の
引
用
は
同
論
文
に
よ
る
。

（
４
）
正
宗
敦
夫
『
万
葉
集
総
索
引
』
単
語
編
、
漢
字
編
（
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
五
月
）。
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（
５
）『
校
本
万
葉
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
七
月
～
三
二
年
二
月
）。

（
６
）
こ
の
う
ち
五
例
に
本
文
異
同
が
あ
り
、
一
例
に
脱
字
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
単
純
な
誤
脱
と
言
え
よ
う
。『
校
本
万
葉
集
』
に
よ
れ
ば
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

巻
四
・
六
一
九
番
歌
は
元
暦
校
本
と
金
沢
本
で
は
「
恨
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
九
・
一
八
〇
〇
番
歌
は
神
田
本
で
は
「
桹
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
一
一
・
二
五
一
七
番
歌
は
嘉
暦
伝
承
本
で
は
「
眼
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

同
・
二
五
一
九
番
歌
は
類
聚
古
集
で
は
「
恨
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
一
八
・
四
〇
四
五
番
歌
は
温
故
堂
本
で
は
「
提
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
一
〇
・
二
二
五
三
番
歌
は
脱
文
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
元
暦
校
本
と
類
聚
古
集
で
は
補
わ
れ
て
い
る
。

（
７
）『
原
文　

万
葉
集
』
上
・
下
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。
た
だ
し
、
私
見
に
よ
り
断
り
な
く
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
８
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
六
（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
七
年
一
二
月
）。

（
９
）『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
』（
三
省
堂
、一
九
六
七
年
一
二
月
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
時
代
別
」
を
用
い
、こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に
（
時

代
別
）
と
記
す
。

（
10
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
①
～
④
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
五
月
～
九
六
年
八
月
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
新
編
全
集
」
を
用
い
、

こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に
（
新
編
全
集
）
と
記
す
。

（
11
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
①
～
④
（
岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
五
月
～
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
新
大
系
」
を
用
い
、

こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に
（
新
大
系
）
と
記
す
。

（
12
）
山
田
卓
三
、
中
嶋
信
太
郎
『
万
葉
植
物
事
典
』（
北
隆
館
、
一
九
九
五
年
一
一
月
）。

（
13
）
木
下
武
司
『
万
葉
植
物
文
化
誌
』（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）。

（
14
）『
万
葉
こ
と
ば
事
典
』（
大
和
書
房
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）、「
あ
か
ね
さ
す
」
の
項
（
井
上
さ
や
か
執
筆
）。

（
15
）
前
掲
注
（
14
）
書
、「
た
ら
ち
ね
の
」
の
項
（
瀬
間
正
之
執
筆
）。

（
16
）
本
文
と
し
て
引
用
し
て
い
る
『
原
文
万
葉
集
』
で
は
巻
一
二
、
三
〇
七
一
番
歌
で
も
「
さ
ね
か
づ
ら
」
と
読
む
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
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分
の
本
文
に
は
問
題
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
確
実
に
サ
ネ
カ
ヅ
ラ
と
読
む
も
の
を
挙
げ
る
。

（
17
）
一
二
番
歌
は
第
二
句
に
「
野
島
波
見
世
追
（
の
し
ま
は
み
せ
つ
）」
と
表
記
さ
れ
、
一
一
二
〇
番
歌
は
初
句
に
「
三
芳
野
之
（
み
よ
し
の
の
）」
と

表
記
さ
れ
る
。

（
18
）
萩
野
了
子
「
掛
詞
の
表
現
構
造
」（『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
八
巻
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
19
）
鈴
木
日
出
男
「
掛
詞
の
成
立
」『
古
代
和
歌
史
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）。

（
20
）
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釋
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
七
年
一
一
月
～
七
七
年
六
月
）。
こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に
（
注
釋
）
と
記
す
。

（
21
）
前
掲
注
（
14
）
書
、「
は
ね
か
づ
ら
」
の
項
（
小
川
靖
彦
執
筆
）。

（
22
）
仙
覚
『
万
葉
集
註
釋
』（『
万
葉
集
叢
書
』
第
八
輯
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）。

（
23
）
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』（『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
一
月
）。

（
24
）
岸
本
由
豆
流
『
万
葉
集
攷
証
』（『
萬
葉
集
叢
書
』
第
五
輯
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
攷
証
」
を
用
い
た
。

（
25
）
鴻
巣
盛
広
『
万
葉
集
全
釋
』（
秀
英
書
房
、
一
九
八
七
年
四
月
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
全
釋
」
を
用
い
、
こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に
（
全
釋
）

と
記
す
。

（
26
）
武
田
祐
吉
『
万
葉
集
全
註
釋
』（
角
川
書
店
、
一
九
五
六
年
七
月
～
五
七
年
一
二
月
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
全
註
釈
」
を
用
い
、
こ
れ
以
降
の
引

用
は
本
文
に
（
全
註
釈
）
と
記
す
。

（
27
）
伊
藤
博
『
万
葉
集
釋
注
』（
集
英
社
、
一
九
九
五
年
一
一
月
～
二
〇
〇
〇
年
五
月
）。
こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に
（
釋
注
）
と
記
す
。

（
28
）
阿
蘇
瑞
枝
『
万
葉
集
全
歌
講
義
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
三
月
～
二
〇
一
五
年
五
月
）。
こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に
（
全
歌
講
義
）
と
記
す
。

（
29
）
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
六
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
二
四
年
）。

（
30
）
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
～
一
九
七
七
年
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
私
注
」
を
用
い
、
こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文
に

（
私
注
）
と
記
す
。

（
31
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
四
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
五
月
）。
本
文
で
は
略
称
の
「
旧
大
系
」
を
用
い
、
こ
れ
以
降
の
引
用
は
本
文

に
（
旧
大
系
）
と
記
す
。

（
32
）
本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
一
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
五
月
）。
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（
33
）
賀
茂
真
淵
『
冠
辞
考
』（『
賀
茂
真
淵
全
集
』
八
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
八
年
六
月
）。

（
34
）
中
村
啓
信
『
新
版 

古
事
記
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）。

（
35
）
地
名
は
正
訓
字
か
借
訓
字
か
を
判
断
し
が
た
い
例
で
あ
る
と
三
章
で
述
べ
た
。
し
か
し
ツ
ク
ハ
ネ
の
例
で
は
「
根
」
は
「
嶺
」
の
借
訓
字
と
言
え

な
く
も
な
い
。
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、「
相
模
祢
」（
巻
一
四
・
三
三
六
二
）
の
よ
う
な
例
も
「
根
」
と
「
祢
」
の
い
ず
れ
も
が
表
記
に
用
い
ら

れ
て
い
る
例
と
言
え
る
。
し
か
し
、
今
回
は
完
全
に
一
致
す
る
語
句
を
挙
げ
、
お
お
よ
そ
の
数
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

1 
 

 

一
、
正
訓
字
の
「
根
」 

ス
ゲ
・
ス
ガ
（
七
例
） 

奥お
く

山や
ま

之の 

磐い
は

本も
と

菅す
げ

乎を 

根ね

深ふ
か

目め

手て 

結
む
す
び

之し

情
こ
こ
ろ 

忘
わ
す
れ

不
得

か

ね

つ

裳も 
 

（
巻
三
・
三
九
七
） 

足あ
し

日ひ

木き

能の 

石い
は

根ね

許こ

其ご

思し

美み 

菅
す
が
の

根ね

乎を 

引ひ
か

者ば

難か
た

三み

等と 

標し
め

耳の
み

曾そ

結ゆ
ふ

焉 

（
巻
三
・
四
一
四
） 

…
千ち

鳥ど
り

鳴な
く 

其そ
の

佐さ

保ほ

川が
は

丹に 

石い
は

二に

生
お
ふ
る 

菅
す
が
の

根ね

取と
り

而て 

之し

努の

布ふ

草く
さ 

解
除

は

ら

へ

而て

益ま
し

乎を 

…
（
巻
六
・
九
四
八
） 

真ま

鳥と
り

住す
む 

卯う

名な

手て

之の

神も

社り

之の 

菅
す
が
の

根ね

乎を 

衣き
ぬ

尓に

書か
き

付つ
け 

令
服

き

せ

む

児こ

欲
得

も

が

も  

（
巻
七
・
一
三
四
四
） 

春
日

か

す

が

山や
ま 

々や
ま

高た
か

有か

良ら

之し 

石
い
は
の

上
う
へ
の 

菅
す
が
の

根ね

将
見

み

む

尓に 

月つ
き

待ま
ち

難
が
た
し 

 

（
巻
七
・
一
三
七
三
） 

奥お
く

山や
ま

之の 

石い
は

本も
と

菅す
げ

乃の 

根ね

深
ふ
か
く

毛も 

所
思

お
も
ほ
ゆ
る

鴨か
も 

吾あ
が

念
お
も
ひ

妻づ
ま

者は  
 

（
巻
一
一
・
二
七
六
一
） 

宇う

奈な

波は

良ら

乃の 

根ね

夜や

波は

良ら

古こ

須す

気げ 

安あ

麻ま

多た

安あ

礼れ

婆ば 

伎き

美み

波は

和わ

須す

良ら

酒す 

和わ

礼れ

和わ

須す

流る

礼れ

夜や 

（
巻
一
四
・
三
四
九
八
） 

マ
ツ
（
五
例
） 

大
伴

お
お
と
も

乃の 

高た
か

師し

能の

浜は
ま

乃の 

松ま
つ

之が

根ね

乎を 

枕
ま
く
ら

宿
き
ぬ
れ

杼ど 

家い
へ

之し

所
偲

し

の

は

由ゆ 
 

（
巻
一
・
六
六
） 

 

…
真ま

木き
の

葉は

哉や 

茂
し
げ
り

有た
る

良ら

武む 

松ま
つ

之が

根ね

也や 

遠
と
ほ
く

久
ひ
さ
し

寸き 

言こ
と

耳の
み

毛も 

名な

耳の
み

母も

吾わ
れ

者は 

不
可
忘

わ
す
ら
ゆ
ま
し
じ

（
巻
三
・
四
三
一
） 

住す
み

吉の
え

之の 

岸き
し

之の

松
ま
つ
が

根ね 

打う
ち

曝
さ
ら
し 

縁よ
せ

来く
る

浪な
み

之の 

音お
と

之の

清
さ
や
け

羅さ  
 

（
巻
七
・
一
一
五
九
） 

珍
ち
ぬ
の

海
う
み
の 

浜は
ま

辺へ
の

小こ

松ま
つ 

根ね

深
ふ
か
め
て 

吾あ
れ

恋こ
ひ

度
わ
た
る 

人
ひ
と
の

子こ

姤
ゆ
え
に 

 
 

（
巻
一
一
・
二
四
八
六
） 

須す

美み

乃の

江え

能の 

波は

麻ま

末ま

都つ

我が

根ね

乃の 

之し

多た

婆ば

倍へ

弖て 

和わ

我が

見み

流る

乎を

努の

能の 

久く

佐さ

奈な

加か

利り

曾そ

祢ね 

（
巻
二
〇
・
四
四
五
七
） 

 

2 
 

 

ム
ラ
サ
キ
（
二
例
） 

紫
む
ら
さ
き

之の 

根ね

延ば
ふ

横よ
こ

野の

之の 

春は
る

野の

庭に
は 

君き
み

乎を

懸か
け

管つ
つ 

鶯
う
ぐ
ひ
す

名な

雲く
も 

 

（
巻
一
〇
・
一
八
二
五
） 

牟む

良ら

佐さ

伎き

波は 

根ね

乎を

可か

母も

乎を

布ふ

流る 

比ひ

等と

乃の

児こ

能の 

宇う

良ら

我が

奈な

之し

家け

乎を 

祢ね

乎を

遠を

敝へ

奈な

久く

尓に 

（
巻
一
四
・
三
五
〇
〇
） 

「
楊
」（
一
例
） 

…
三み

雪ゆ
き

零ふ
る 

冬
ふ
ゆ
の

朝
あ
し
た

者は 

刺
楊

さ
し
や
な
ぎ 

根ね

張は
り

梓
あ
づ
さ

矣を 

御
お
ほ
み

手て

二に 

所
取

と

ら

し

賜
た
ま
ひ

而て 

所
遊

あ
そ
ば
し
し 

我わ
が

王
お
ほ
き
み

矣を 

… 

（
巻
一
三
・
三
三
二
四
） 

「
葛
」（
一
例
） 

…
黄
葉

も
み
ち
ば

乎を 

折お
り

挿か
ざ

頭さ
む

跡と 

延は
ふ

葛く
ず

乃の 

弥い
や

遠と
ほ

永
な
が
く 

一
云 

田く

葛ず
の

根ね

乃の 

弥い
や

遠と
ほ

長な
が

尓に

… 

（
巻
三
・
四
二
三
） 

「
室
木
」（
一
例
） 

礒
い
そ
の

上う
へ

丹に 

根ね

蔓ば
ふ

室
木

む
ろ
の
き 

見み

之し

人ひ
と

乎を 

何
在

い

づ

ら

登と

問と
は

者ば 

語
か
た
り

将
告

つ

げ

む

可か 
 

（
巻
三
・
四
四
八
） 

「
都
万
麻
」（
一
例
） 

礒
い
そ
の

上う
へ

之の 
都つ

万ま

麻ま

乎を

見み
れ

者ば 

根ね

乎を

延は
へ

而て 

年と
し

深
ふ
か
か

有ら

之し 

神か
む

左さ

備び

尓に

家け

里り 

（
巻
一
九
・
四
一
五
九
） 

「
木
根
」（
一
例
） 

…

熱
あ
つ
け
く

尓に 

汗あ
せ

可か

伎き

奈な

気け 

木こ
の

根ね

取と
り 

嘯
鳴

う
そ
ぶ
き

登
の
ぼ
り 

峯を
の

上う
へ

乎を 

公き
み

尓に

令
見

み

す

れ

者ば 

… 

（
巻
九
・
一
七
五
三
） 

「
草
根
」（
三
例
） 

君き
み

之が

歯よ

母も 

吾わ
が

代よ

毛も

所
知

し

れ

哉や 
磐い

は

代し
ろ

乃の 

岡を
か

之の

草く
さ

根ね

乎を 

去い

来ざ

結
む
す
び

手て

名な 

（
巻
一
・
一
〇
） 

資
料　

万
葉
集
の
「
根
」
用
例
一
覧　
　

本
稿
で
検
討
す
る
順
に
掲
載
す
る
。
「
根
」
を
太
字
、
「
根
」
を
含
む
句
全
体
に
網
掛
け
を
し
て
示
す
。
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3 
 

見み

津つ

見み

津つ

四し 

久く

米め

能の

若わ
く

子ご

我が 

伊い

触ふ
れ

家け

武む 

礒い
そ

之こ
れ

草く
さ

根ね

乃の 

干か
れ

巻ま
く

惜を
し

裳も 

（
巻
三
・
四
三
五
） 

容か
ほ

鳥と
り

之の 

間ま

無な
く

数し
ば

鳴な
く 

春
は
る
の

野の

之の 

草く
さ

根ね

乃の

繁
し
げ
き 

恋こ
ひ

毛も

為す
る

鴨か
も 

 

（
巻
一
〇
・
一
八
九
八
） 

イ
ハ
ネ
或
い
は
イ
ハ
ガ
ネ
（
一
三
例
）
※
は
「
根
延
門
」
の
例
で
も
あ
る
（
二
例
） 

…
真ま

木き

立た
つ 

荒
あ
ら
き

山や
ま

道ぢ

乎を 

石
い
は
が

根ね 

禁さ
へ

樹き

押お
し

靡な
べ 

坂さ
か

鳥ど
り

乃の 

朝あ
さ

越こ
え

座ま
し

而て

… 

（
巻
一
・
四
五
） 

如か

此く

許
ば
か
り 

恋こ
ひ

乍つ
つ

不
有

あ

ら

ず

者は 
高た

か

山や
ま

之の 

磐い
は

根ね

四し

巻ま
き

手て 

死し

奈な

麻ま

死し

物も
の

呼を  

（
巻
二
・
八
六
） 

…
吾あ

が

恋こ
ふ

流る 

妹い
も

者は

伊い

座ま
す

等と 
人ひ

と

之の

云い
へ

者ば 

石い
は

根ね

左さ

久く

見み

手て 

名な

積づ
み

来こ

之し 

吉よ
け

雲く
も

曾そ

無な

寸き

… 

（
巻
二
・
二
一
〇
） 

…
汝な

が

恋
こ
ふ
る 

妹
い
も
は

座
い
ま
す

等と 

人
ひ
と
の

云い
へ

者ば 

石い
は

根ね

割さ
く

見み

而て 

奈な

積づ
み

来こ

之し 

好よ
け

雲く
も

叙ぞ

無な
き

… 

（
巻
二
・
二
一
三
） 

鴨か
も

山や
ま

之の 

磐い
は

根ね

之し

巻
有

ま

け

る 

吾わ
れ

乎を

鴨か
も 

不
知

し

ら

に

等と

妹い
も

之が 
待ま

ち

乍つ
つ

将
有

あ
る
ら
む 

 

（
巻
二
・
二
二
三
） 

足あ
し

日ひ

木き

能の 

石い
は

根ね

許こ

其ご

思し

美み 

菅
す
が
の

根ね

乎を 

引ひ
か

者ば

難か
た

三み

等と 
標し

め

耳の
み

曾そ

結ゆ
ふ

焉 

（
巻
三
・
四
一
四
） 

神か
む

左さ

振ぶ
る 

磐い
は

根ね

己こ

凝ご

敷し
き 

三み

芳よ
し

野の

之の 

水み

分
く
ま
り

山や
ま

乎を 

見
者

み

れ

ば

悲
か
な
し

毛も 
 

（
巻
七
・
一
一
三
〇
） 

石い
は

根ね

蹈ふ
む 

重か
さ

成な
る

山
や
ま
は 

雖あ
ら

不ね

有ど
も 

不あ
は

相ぬ

日ひ

数
ま
ね
み 

恋こ
ひ

度
わ
た
る

鴨か
も 

 
 

（
巻
一
一
・
二
四
二
二
） 

隠
こ
も
り

処ど
の 

沢さ
は

泉
い
ず
み

在な
る 

石い
は

根
ね
を
も 

通

念

と
ほ
し
て
そ
お
も
ふ 

吾あ
が

恋
こ
ふ
ら
く

者は 
 

 

（
巻
一
一
・
二
四
四
三
） 

石い
は

根ね

蹈ふ
み 

夜よ

道み
ち

不ゆ
か

行じ
と 

念
お
も
へ
れ

跡ど 

妹
い
も
に

依
よ
り
て

者は 

忍
し
の
び

金か
ね

津つ

毛も  
 

（
巻
一
一
・
二
五
九
〇
） 

隠
こ
も
り

津づ

之の 

沢さ
わ

立た
つ

見み

尓な

有る 

石い
は

根ね

従ゆ

毛も 

達
と
ほ
り

而て

念
お
も
ふ 

君き
み

尓に

相あ
は

巻ま
く

者は 
 

（
巻
一
一
・
二
七
九
四
） 

※
為せ

む

須す

部べ

乃の 

田た

付づ
き

𠮧𠮧を

不
知

し

ら

に 

石
い
は
が

根ね

乃の 

興こ

凝ご

敷し
き

道み
ち

乎を 

石い
は

床と
こ

笶の 

根ね

延
ば
へ
る

門か
ど

𠮧𠮧を

…
（
巻
一
三
・
三
二
七
四
） 

※
…
将
為

せ

む

須す

部べ

乃の 

田た

度ど

伎き

乎を

不
知

し

ら

に 

石
い
は
が

根ね

之の 

許こ

凝ご

敷し
き

道み
ち

之の 

石い
は

床と
こ

之の 

根ね

延
ば
へ
る

門か
ど

… 

（
巻
一
三
・
三
三
二
九
） 

「
眉
根
」（
一
〇
例
） 

無
暇

い
と
ま
な
く 

人ひ
と

之の

眉ま
よ

根ね

乎を 

徒
い
た
づ
ら
に 

令か
か

搔し
め

乍
つ
つ
も 

不
相

あ

は

ぬ

妹い
も

可か

聞も  
 

（
巻
四
・
五
六
二
） 

月つ
き

立た
ち

而て 

直た
だ

三み

日か

月づ
き

之の 

眉ま
よ

根ね

搔か
き 

気け

長
な
が
く

恋こ
ひ

之し 

君き
み

尓に

相あ
へ

有る

鴨か
も 

 

（
巻
六
・
九
九
三
） 

眉ま
よ

根ね

削か
き 

鼻は
な

鳴ひ

紐ひ
も

解と
け 

待
ま
つ
ら
む

哉か 

何
時

い
つ
か
も

見
み
む
と 

念
お
も
へ
る

吾
わ
れ
を 

 
 

（
巻
一
一
・
二
四
〇
八
） 

希
将
見

め
ず
ら
し
き 

君き
み

乎を

見み
む

常と

社こ
そ 

左
ひ
だ
り

手て

之の 

執
弓

ゆ
み
と
る

方か
た

之の 

眉ま
よ

根ね

搔
か
き
つ

礼れ 
 

（
巻
一
一
・
二
五
七
五
） 

眉ま
よ

根ね

搔か
き 

下し
た

言い
ふ

借か
し

見み 

思
有

お
も
へ
る

尓に 

去
い
に
し

家へ

人び
と

乎を 

相あ
ひ

見み

鶴つ
る

鴨か
も 

或
本
歌
曰
、
眉ま

よ

根ね

搔か
き 

誰た
れ

乎を

香か

将
見

み

む

跡と 

思
お
も
ひ

乍つ
つ 

気け

長
な
が
く

恋こ
ひ

之し 

妹い
も

尓に

相
あ
へ
る

鴨か
も 

一
書
歌
曰
、
眉ま

よ

根ね

搔か
き 

下し
た

伊い

布ふ

可か

之し

美み 

念
有

お
も
へ
り

之し 

妹い
も

之が

容
儀

す

が

た

乎を 

今
日

け

ふ

見み

都つ

流る

香か

裳も

（
巻
一
一
・
二
六
一
四
） 

眉ま
よ

根ね

搔か
き 

鼻は
な

火ひ

紐ひ
も

解と
け 

待
ま
て
り

八や

方も 

何
時

い

つ

か

毛も

将み

見む

跡と 

恋こ
ひ

来こ
し

吾あ
れ

乎を 
 

（
巻
一
一
・
二
八
〇
八
） 

五
十

い

殿と
の

寸き

太て 

薄う
す

寸き

眉ま
よ

根ね

乎を 

徒
い
た
づ
ら
に 

令
搔

か
か
し
め

管つ
つ 

不
相

あ

は

ぬ

人ひ
と

可か

母も 
 

（
巻
一
二
・
二
九
〇
三
） 

…
青あ

を

柳や
ぎ

乃の 

細
ほ
そ
き

眉ま
よ

根ね

乎を 

咲ゑ
み

麻ま

我が

理り 

朝あ
さ

影か
げ

見み

都つ

追つ 

𡢳𡢳
嬬

を

と

め

良ら

我が 

手て

尓に

取と
り

持
有

も

て

る

…
（
巻
一
九
・
四
一
九
二
） 

 

 

4 
 

ヤ
マ
ト
シ
マ
ネ
（
二
例
） 

名な

細
ぐ
は
し

寸き 

稲い
な

見み

乃の

海う
み

之の 

奥お
く

津つ

浪な
み 

千ち

重へ

尓に

隠
か
く
り

奴ぬ 

山や
ま

跡と

嶋し
ま

根ね

者は  

（
巻
三
・
三
〇
三
） 

…
綿わ

た

津つ

海み

乃の 

手て

二に

巻ま
か

四し

而た

有る 

珠た
ま

手だ

次す
き 

懸か
け

而て

之し

努の

櫃ひ
つ 

日
本

や

ま

と

嶋し
ま

根ね

乎を 

（
巻
三
・
三
六
六
） 

「
垣
根
」（
一
例
） 

鶯
う
ぐ
ひ
す

之の 

徃
来

か

よ

ふ

垣か
き

根ね

乃の 

宇う

能の

花は
な

之の 

厭う
き

事こ
と

有あ
れ

哉や 

君き
み

之が

不
来
座

き

ま

さ

ぬ 
 

（
巻
一
〇
・
一
九
八
八
） 

「
屋
根
」（
一
例
） 

板い
た

盖ぶ
き

之の 

黒く
ろ

木き

乃の

屋や

根ね

者は 

山や
ま

近ち
か

之し 

明
日

あ
す
の
ひ

取と
り

而て 

持
も
ち
て

将
参
来

ま

ゐ

こ

む 
 

（
巻
四
・
七
七
九
） 

二
、
分
類
が
困
難
な
「
根
」 

（
一
）

枕
詞
お
よ
び
序
詞
に
み
ら
れ
る
「
根
」 

ス
ガ
ノ
ネ
ノ
（
一
三
例
） 

足あ
し

引ひ
き

乃の 

山や
ま

尓に

生お
ひ

有た
る 

菅
す
が
の

根ね

乃の 

懃
ね
も
こ
ろ

見み

巻ま
く 

欲
ほ
し
き

君き
み

可か

聞も 
 

（
巻
四
・
五
八
〇
） 

不い

欲な

常と

云い
は

者ば 

将
強

し

ひ

め

哉や

吾わ
が

背せ 

菅
す
が
の

根ね

之の 

念
お
も
ひ

乱
み
だ
れ

而て 

恋こ
ひ

管つ
つ

母も

将
有

あ

ら

む  

（
巻
四
・
六
七
九
） 

奥お
く

山や
ま

之の 

磐い
は

影か
げ

尓に

生お
ふ

流る 

菅
す
が
の

根ね

乃の 

懃
ね
も
こ
ろ

吾わ
れ

毛も 

不
相
念
有

あ
ひ
お
も
は
ざ
れ

哉や 
 

（
巻
四
・
七
九
一
） 

不
明

お
ほ
ほ
し
く 

公き
み

乎を

相あ
ひ

見み

而て 

菅
す
が
の

根ね

乃の 

長
な
が
き

春は
る

日ひ

乎を 

孤こ

悲ひ

渡
わ
た
る

鴨か
も 

 

（
巻
一
〇
・
一
九
二
一
） 

相あ
ひ

不
念

お
も
は
ぬ 

妹
い
も
を

哉や

本も
と

名な 

菅
す
が
の

根ね

乃の 

長
な
が
き

春は
る

日ひ

乎を 

念
お
も
ひ

晩
く
ら
さ

牟む 
 

（
巻
一
〇
・
一
九
三
四
） 

菅
す
が
の

根ね
の 

惻ね
も

隠こ
ろ

君
き
み
が 

結
む
す
び

為た
る 

我わ
が

紐
ひ
も
の

緒を
を 

解と
く

人
ひ
と
は

不
有

あ

ら

じ 
 

 

（
巻
一
一
・
二
四
七
三
） 

菅
す
が
の

根ね

之の 

懃
ね
も
こ
ろ

妹い
も

尓に 

恋
こ
ふ
る

西に
し 

益ま
す

卜ら

男を

心
ご
こ
ろ 

不
所
念

お
も
ほ
え
ぬ

鳧か
も  

 

（
巻
一
一
・
二
七
五
八
） 

菅
す
が
の

根ね

之の 

惻
隠

ね
も
こ
ろ

々
々

ご

ろ

に 

照て
る

日
ひ
に
も 

乾ひ
め

哉や

吾わ
が

袖そ
で 

於
妹

い

も

に

不
相

あ

は

ず

為し
て 

 

（
巻
一
二
・
二
八
五
七
） 

淺あ
さ

葉は

野の
に 

立た
ち

神
か
む
さ

古ぶ
る 

菅
す
が
の

根ね
の 

惻ね
も

隠こ
ろ

誰た
が

故ゆ
ゑ 

吾あ
が

不
恋

こ
ひ
な
く
に 

或
本
歌
曰 

誰た
が

葉が

野の

尓に 

立た
ち

志し

奈な

比ひ

垂た
る

（
巻
一
二
・
二
八
六
三
） 

垣か
き

津つ

旗は
た 

開さ
き

沢
さ
は
に

生
お
ふ
る 

菅
根
之

す
が
の
ね
の 

絶た
ゆ

跡と

也や

君き
み

之の 

不
所
見

み

え

ぬ

頃
者

こ
の
こ
ろ 

 

（
巻
一
二
・
三
〇
五
二
） 

相あ
ひ

不
念

お
も
は
ず 

有あ
り

物も
の

乎を

鴨か
も 

菅
す
が
の

根ね

乃の 

懃

懇

ね
も
こ
ろ
ご
ろ
に 

吾あ
が

念も
へ

有る

良ら

武む 
 

（
巻
一
二
・
三
〇
五
四
） 

菅
す
が
の

根ね

之の 

根ね

毛も

一
伏
三
向

こ

ろ

凝ご

呂ろ

尓に 

吾あ
が

念も
へ

有る 

妹い
も

尓に

緑よ
り

而て

… 
 

（
巻
一
三
・
三
二
八
四
） 

高た
か

山や
ま

乃の 

伊い

波は

保ほ

尓に

於お

布ふ

流る 

須す

我が

乃の

根ね

能の 

祢ね

母も

許こ

呂ろ

其ご

呂ろ

尓に 

布ふ

里り

於お

久く

白し
ら

雪ゆ
き

（
巻
二
〇
・
四
四
五
四
） 

マ
ツ
ガ
ネ
ノ
（
三
例
） 

神か
む

左さ

備び

而て 

巌
い
わ
ほ

尓に

生
お
ふ
る 

松
ま
つ
が

根ね

之の 

君
き
み
が

心
こ
こ
ろ

者は 

忘
わ
す
れ

不
得

か

ね

つ

毛も 
 

（
巻
一
二
・
三
〇
四
七
） 

…
天あ

め

地つ
ち

丹に 

思
お
も
ひ

足た
ら

椅は
し 

帯た
ら

乳ち

根ね

笶の 

母は
は

之が

養
蚕

か

ふ

こ

之の 

眉ま
よ

隠
ご
も
り 

気い
き

衝づ
き

渡
わ
た
る 

吾あ
が

恋
こ
ふ
る 

心
こ
こ
ろ
の

中う
ち

少を 

人ひ
と

丹に

言い
ふ 

物も
の

西に
し

不
有

あ

ら

ね

者ば 
松

ま
つ
が

根ね
の 

松ま
つ

事こ
と

… 
 

 
 

 

（
巻
一
三
・
三
二
五
八
） 

…
都つ

我が

能の

木き

能の 
伊い

也や

継つ
ぎ

々つ
ぎ

尓に 

松
ま
つ
が

根ね

能の 

絶
た
ゆ
る

事こ
と

奈な

久く 

青あ
を

丹に

余よ

志し 

奈な

良ら

能の

京
師

み

や

こ

尓に

… 

（
巻
一
九
・
四
二
六
六
） 

ア
シ
ノ
ネ
ノ
（
一
例
） 

葦
根
之

あ
し
の
ね
の 

懃
ね
も
こ
ろ

念
お
も
ひ

而て 

結
む
す
び

義て

之し 
玉

た
ま
の

緒を
と

云い
は

者ば 

人ひ
と

将
解

と

か

め

八や

方も 
 

（
巻
七
・
一
三
二
四
） 
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5 
 

ヤ
マ
ス
ガ
ノ
ネ
ノ
（
三
例
） 

足あ
し

檜ひ

木き

之の 

山や
ま

菅
す
が
の

根ね

之の 

懃
ね
も
こ
ろ
に 

吾あ
れ

波は

曾そ

恋こ
ふ

流る 

君き
み

之が

光
儀

す

が

た

乎に 
 

（
巻
一
二
・
三
〇
五
一
） 

足あ
し

檜ひ

木き

乃の 
山や

ま

菅
す
が
の

根ね

之の 

懃
ね
も
こ
ろ
に 

不
止

や

ま

ず

念
お
も
は

者ば 

於
妹

い

も

に

将
相

あ

は

む

可か

聞も 
 

（
巻
一
二
・
三
〇
五
三
） 

三み

芳よ
し

野の

之の 
真ま

木き

立た
つ

山や
ま

尓に 

青
あ
を
く

生
を
ふ
る 

山や
ま

菅す
が

之の

根ね

乃の 

慇
懃

ね
も
こ
ろ
に 

吾あ
が

念も
ふ

君き
み

者は

… 

（
巻
一
三
・
三
二
九
一
） 

ア
カ
ネ
サ
ス
・
ア
カ
ネ
サ
シ
（
八
例
） 

…
埴は

に

安や
す

乃の 

御み

門か
ど

之の

原は
ら

尓に 
赤あ

か

根ね

刺さ
す 

日ひ

之の

尽
こ
と
ご
と 

鹿し
し

自じ

物も
の 

伊い

波は

比ひ

伏ふ
し

管つ
つ

… 

（
巻
二
・
一
九
九
） 

大お
お

伴と
も

乃の 

見み

津つ

跡と

者は

不
云

い

は

じ 
赤あ

か

根ね

指さ
し 

照て
れ

有る

月つ
く

夜よ

尓に 

直
た
だ
に

相あ
へ

在り

登と

聞も  

（
巻
四
・
五
六
五
） 

長
谷

は
つ
せ
の 

弓ゆ

槻
つ
き
が

下
し
た
に 

吾
隠
在

か
く
し
た
る

妻つ
ま 

赤あ
か

根ね

刺さ
し 

所
光

て

れ

る

月つ
く

夜よ

に 

人ひ
と

見み

点て
む

鴨か
も

… 

（
巻
一
一
・
二
三
五
三
） 

赤あ
か

根ね

指さ
す 

日ひ

之の

暮く
れ

去ゆ
け

者ば 

為す

便べ

乎を

無な

三み 
千ち

遍た
び

嘆
な
げ
き

而て 

恋こ
ひ

乍つ
つ

曾そ

居を
る 

 

（
巻
一
二
・
二
九
〇
一
） 

…
指さ

し

易か
へ

而て 

将
宿

ぬ

ら

む

君き
み

故ゆ
ゑ 

赤あ
か

根ね

刺さ
す 

昼ひ
る

者は

終
し
み
ら

尓に 
野ぬ

干ば

玉た
ま

之の 

夜よ
る

者は

須す

柄が
ら

… 

（
巻
一
三
・
三
二
七
〇
） 

玉た
ま

田だ

次す
き 

不
懸

か

け

ぬ

時と
き

無な
く 

吾あ
が

念
も
へ
る 

妹い
も

西に
し

不
会

あ

は

ね

波は 

赤あ
か

根ね

刺さ
す 

日ひ
る

者は

之し

弥み

良ら

尓に 

烏ぬ
ば

玉た
ま

之の 

夜よ
る

者は

酢す

辛が
ら

二に 

眠い
も

不
睡

ね

ず

尓に 

妹い
も

恋
こ
ふ
る

丹に 

生い
け

流る

為す

便べ

無な
し 

 
 

 
 

（
巻
一
三
・
三
二
九
七
） 

飯い
ひ

喫は
め

騰ど 

味
う
ま
く

母も

不
在

あ

ら

ず 

雖
行
徃

ゆ
き
ゆ
け
ど 

安や
す

久く

毛も

不
有

あ

ら

ず 

赤あ
か

根ね

佐さ

須す 
君き

み

之が

情
こ
こ
ろ

志し 

忘
わ
す
れ

可か

祢ね

津つ

藻も 

（
巻
一
六
・
三
八
五
七
） 

…
𡢳𡢳
嬬

を

と

め

良ら

我が 

珠た
ま

貫ぬ
く

麻ま

泥で

尓に 

赤あ
か

根ね

刺さ
す 

昼ひ
る

波は

之し

売め

良ら

尓に 

安あ

之し

比ひ

奇き

乃の 
八は

つ

丘を

飛と
び

超こ
え

…
（
巻
一
九
・
四
一
六
六
） 

タ
ラ
チ
ネ
ノ
（
一
七
例
） 

…

語
か
た
ら
ひ

而て 

立た
ち

西に
し

日ひ

従よ
り 

帯た
ら

乳ち

根ね

乃の 

母
は
は
の

命
み
こ
と

者は 

斎い
は

忌ひ

戸へ

乎を 

前
ま
へ
に

坐す
ゑ

置お
き

… 

（
巻
三
・
四
四
三
） 

足た
ら

乳ち

根ね

乃の 

母は
は

之が

其そ
の

業な
る 

桑く
は

尚
す
ら
び 

願
ね
が
へ

者ば

衣き
ぬ

尓に 

著き
る

常と

云い
ふ

物も
の

乎を 
 

（
巻
七
・
一
三
五
七
） 

垂た
ら

乳ち

根ね

乃の 

母は
は

之の

命
み
こ
と

乃の 

言こ
と

尓に

有あ
ら

者ば 

年
と
し
の

緒を

長
な
か
く 

憑
た
の
み

過す
ぎ

武む

也や 
 

（
巻
九
・
一
七
七
四
） 

玉
垂

た
ま
だ
れ
の 

小を

簾す

之の

寸す

鶏け

吉き

仁に 

入い
り

通
か
よ
ひ

来こ

根ね 

足た
ら

乳ち

根ね

之の 

母は
は

我が

問
と
は
さ

者ば 

風か
ぜ

跡と

将
申

ま
を
さ
む

（
巻
一
一
・
二
三
六
四
） 

垂た
ら

乳ち

根ね

乃の 

母は
は

之が

手て

放
は
な
れ 

如か

是く

許
ば
か
り 

無
為
便

む

べ

な

き

事こ
と

者は 

未
為
国

い
ま
だ
せ
な
く
に 

 

（
巻
一
一
・
二
三
六
八
） 

足た
ら

千ち

根ね

乃の 

母は
は

尓に

障さ
は

良ら

婆ば 

無
用

い
た
づ
ら
に 

伊い

麻ま

思し

毛も

吾あ
れ

毛も 

事
こ
と
そ

応
成

な
る
べ
き 

 

（
巻
一
一
・
二
五
一
七
） 

誰
た
れ
そ

此こ

乃の 

吾わ
が

屋や

戸ど

来き

喚よ
ぶ 

足た
ら

千ち

根ね

乃の 

母は
は

尓に

所
嘖

こ
ろ
は
え 

物も
の

思も
ふ

吾わ
れ

呼を 
 

（
巻
一
一
・
二
五
二
七
） 

足た
ら

千ち

根ね

乃の 

母は
は

尓に

不
所
知

し

ら

え

ず 

吾あ
が

持も
て

留る 

心
こ
こ
ろ

者は

吉よ
し

恵ゑ 

君き
み

之が

随
意

ま
に
ま
に 

 

（
巻
一
一
・
二
五
三
七
） 

垂た
ら

乳ち

根ね

乃の 

母
は
は
に

白
ま
を
さ

者ば 

公き
み

毛も

余あ
れ

毛も 

相あ
ふ

鳥と

羽は

梨な
し

丹に 

年ね
ん

可
経

へ
ぬ
べ
き 

 

（
巻
一
一
・
二
五
五
七
） 

如か

是く

耳
の
み
し 

恋こ
ひ

者は

可
死

し
ぬ
べ
し 

足た
ら

乳ち

根ね

之の 

母
は
は
に

毛も

告つ
げ

都つ 

不
止

や

ま

ず

通
か
よ
は

為せ 
 

（
巻
一
一
・
二
五
七
〇
） 

垂た
ら

乳ち

根ね

之の 

母は
は

我が

養か
ふ

蚕こ

乃の 

眉ま
よ

隠
ご
も
り 

馬
聲

い

蜂
音

ぶ

石
花

せ

蜘く

蟵も

荒あ
る

鹿か 

異い

母も

二に

不
相

あ

は

ず

而し
て

（
巻
一
二
・
二
九
九
一
） 

足た
ら

千ち

根ね

乃の 

母は
は

之が

召よ
ぶ

名な

乎を 

雖
白

ま
を
さ
め
ど 

路み
ち

行ゆ
き

人び
と

乎を 

孰た
れ

跡と

知し
り

而て

可か 
 

（
巻
一
二
・
三
一
〇
二
） 

…
天あ

め

地つ
ち

丹に 

思
お
も
ひ

足た
ら

椅は
し 

帯た
ら

乳ち

根ね

笶の 

母は
は

之が

養
蚕

か

ふ

こ

之の 

眉ま
よ

隠
ご
も
り 

気い
き

衝づ
き

渡
わ
た
る 

吾あ
が

恋
こ
ふ
る 

心
こ
こ
ろ
の

中う
ち

少を 

人ひ
と

丹に

言い
ふ 

物も
の

西に
し

不
有

あ

ら

ね

者ば 

松
ま
つ
が

根ね
の 

松ま
つ

事こ
と

… 
 

 
 

 

（
巻
一
三
・
三
二
五
八
） 

足た
ら

千ち

根ね

乃の 

母は
は

尓に

毛も

不
謂

の

ら

ず 

褁
つ
つ
め

有り

之し 

心
こ
こ
ろ

者は

縦
よ
し
ゑ 

公き
み

之が

随ま
に

意ま
に 

 

（
巻
一
三
・
三
二
八
五
） 
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…
曾そ

許こ

思
お
も
ふ

尓に 

心
こ
こ
ろ

之し

痛い
た

之し 

垂た
ら

乳ち

根ね

乃の 

母は
は

之が

形か
た

見み

跡と 

吾わ
が

持も
て

有る 

真ま

十そ

見み

鏡
か
が
み

尓に

… 

（
巻
一
三
・
三
三
一
四
） 

…
今い

ま

更
さ
ら
に 

君き
み

可か

吾わ

乎を

喚よ
ぶ 

足た
ら

千ち

根ね

乃の 

母は
は

之の

御み

事こ
と

歟か 

百も
も

不
足

た

ら

ず 

八や

十そ

乃の

衢
ち
ま
た

尓に

…
（
巻
一
六
・
三
八
一
一
） 

…
宇う

都つ

勢せ

美み

毛も 

无
常

つ
ね
な
く

阿あ

里り

家け

利り 

足た
ら

千ち

根ね

之の 

御み

母は
は

之の

命
み
こ
と 

何な
に

如し

可か

毛も 

時と
き

之し

波は

将
有

あ

ら

む

乎を

… 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
一
九
・
四
二
一
四
） 

サ
ネ
カ
ヅ
ラ
（
一
例
） 

天あ
ま

飛と
ぶ

也や 

軽
か
る
の

路み
ち

者は 

吾
妹

わ

ぎ

も

児こ

之が 

里さ
と

尓に

思し

有あ
ら

者ば 

懃
ね
も
こ
ろ
に 

欲
見

み
ま
く
ほ
し

騰 

不
已

や

ま

ず

行い
か

者ば 

人ひ
と

目め

乎を

多お
ほ

見み 

真ま

根ね

久く

徃い
か

者ば 

人ひ
と

応
知

し
り
ぬ
べ

見み 

狭さ

根ね

葛
か
づ
ら 

後の
ち

毛も

将
相

あ

は

む

等と 

大お
ほ

船ぶ
ね

之の 

思
お
も
ひ

憑
た
の
み

而て 

玉た
ま

蜻
か
ぎ
る 

磐い
は

垣か
き

淵ふ
ち

之の 

隠
こ
も
り

耳の
み 

恋こ
ひ

管つ
つ

在あ
る

尓に 

度
わ
た
る

日ひ

乃の 

晩く
れ

去ゆ
く

之が

如ご
と 

照て
る

月つ
き

乃の 

雲く
も

隠
が
く
る

如ご
と 

奥お
き

津つ

藻も

之の 

名な

延び
き

之し

妹い
も

者は 

黄
葉

も
み
ち
ば

乃 

過
す
ぎ
て

伊い

去に
き

等と 

玉た
ま

梓づ
さ

之の 

使
つ
か
ひ

之の

言い
へ

者ば 

梓
あ
づ
さ

弓ゆ
み 

声お
と

尓に

聞き
き

而て 

一
云
、 

声お
と

耳の
み

聞き
き

而て 

将
言

い

は

む

為す

便べ 

世せ

武む

為す

便べ

不
知

し

ら

尓に 

声ね

耳の
み

乎を 

聞き
き

而て

有あ
り

不
得

え

ね

者ば 

吾あ
が

恋
こ
ふ
る 

千ち

重へ

之の

一ひ
と

隔へ

毛も 

遣な
ぐ

悶さ
も

流る 

情
こ
こ
ろ

毛も

有あ
り

八や

等と 

吾
妹

わ

ぎ

も

子こ

之が 

不
止

や

ま

ず

出い
で

見み

之し 

軽
か
る
の

市い
ち

尓に 

吾わ
が

立た
ち

聞き
け

者ば 

玉た
ま

手だ

次す
き 

畝う
ね

火び

乃の

山や
ま

尓に 

喧な
く

鳥と
り

之の 

音こ
ゑ

母も

不
所
聞

き

こ

え

ず 

玉た
ま

桙
ほ
こ
の 

道み
ち

行ゆ
き

人び
と

毛も 

独
ひ
と
り

谷だ
に 

似に
て

之し

不
去

ゆ

か

ね

者ば 

為す

便べ

乎を

無な

見み 

妹い
も

之が

名な

喚よ
び

而て 

袖そ
で

曾そ

振ふ
り

鶴つ
る 

或
本
、
有
謂
之
名な

耳
の
み
を

聞き
き

而て

有あ
り

不
得

え

ね

者ば

句 
 

 
 

（
巻
二
・
二
〇
七
） 

ア
リ
ネ
ヨ
シ
（
一
例
） 

在あ
り

根ね

良よ
し 

対
馬

つ

し

ま

乃の

渡
わ
た
り 

々わ
た

中な
か

尓に 

幣ぬ
さ

取と
り

向む
け

而て 

早は
や

還
か
へ
り

許こ

年ね 
 

（
巻
一
・
六
二
） 

（
二
）

地
名
に
み
ら
れ
る
「
根
」（
六
例
） 

吾わ
が

欲ほ
り

之し 

野の

島し
ま

波は

見み

世せ

追つ 

底そ
こ

深ふ
か

伎き 

阿あ

胡ご

根ね

能の

浦う
ら

乃の 

珠た
ま

曾そ

不
拾

ひ
り
は
ぬ 

或
頭
云 

吾わ
が

欲
ほ
り
し 

子こ

島し
ま

羽は

見み
し

遠を  

（
巻
一
・
一
二
） 

三
芳
野
之

み

よ

し

の

の 

青あ
を

根ね

我が

峯み
ね

之の 

蘿こ
け

席
む
し
ろ 

誰
た
れ
か

将
織

お
り
け
む 

経た
て

緯ぬ
き

無な
し

二に 
 

（
巻
七
・
一
一
二
〇
） 

高か
ぐ

山や
ま

波は 

雲う

根ね

火び

雄を

男を

志し

等と 

耳み
み

梨な
し

与と 

相あ
ひ

諍
競

あ
ら
そ
ひ

伎き 

神
代

か

み

よ

従よ
り 

如
此

か

く

尓に

有あ
る

良ら

之し 

古
昔

い
に
し
へ

母も 

然し
か

尓に

有あ
れ

許こ

曾そ 

虚う
つ
せ
み

毛も 

嬬つ
ま

乎を 

相
挌

あ
ら
そ
ふ

良ら

思し

吉き 
 

 
 

 

（
巻
一
・
一
三
） 

足あ
し

柄が
ら

乃の 

筥は
こ

根ね

飛と
び

超こ
え 

行ゆ
く

鶴た
づ

乃の 

乏
と
も
し
き

見み
れ

者ば 

日
本

や

ま

と

之し

所
念

お
も
ほ
ゆ 

 

（
巻
七
・
一
一
七
五
） 

築つ
く

羽
根

ば

ね

矣を 

卌よ
そ

耳の
み

見み

乍つ
つ 

有あ
り

金か
ね

手て 

雪ゆ
き

消げ

乃の

道み
ち

矣を 

名な

積づ
み

来け

有る

鴨か
も 

 

（
巻
三
・
三
八
三
） 

筑つ
く

波
根

ば

ね

尓に 

吾わ
が

行ゆ
け

利り

世せ

波ば 

霍
公
鳥

ほ
と
と
ぎ
す 

山や
ま

妣び

児こ

令
響

と

よ

め 

鳴な
か

麻ま

志し

也や

其そ
れ  

（
巻
八
・
一
四
九
七
） 

（
三
）

そ
の
他 

ネ
モ
コ
ロ
あ
る
い
は
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
（
全
五
例
） 

押お
し

照て
る 

難
波

な

に

は

乃の

菅す
げ

之の 
根ね

毛も

許こ

呂ろ

尓に 

君き
み

之が

聞き
こ

四し

手て 

年と
し

深
ふ
か
く 

長
な
が
く

四し

云い
へ

者ば 

真ま

十そ

鏡
か
が
み 

磨と
ぎ

師し

情
こ
こ
ろ

乎を 

縦
ゆ
る
し

手て

師し 

其そ
の

日ひ

之の

極
き
わ
み 

浪な
み

之の

共む
た 

靡
な
び
く

珠た
ま

藻も

乃の 

云か
く

々
か
く
に 

意
こ
こ
ろ

者は

不
持

も

た

ず 

大
船

お
ほ
ぶ
ね

乃の 

憑
た
の
め

有る

時と
き

丹に 

千ち

磐は

破
や
ぶ
る 

神か
み

哉か

将
離

さ
け
け
む 

空う
つ

蝉せ
み

乃の 

人ひ
と

歟か

禁さ
ふ

良ら

武む 

通
か
よ
は

為し
し 

君き
み

毛も

不
来
座

き

ま

さ

ず 

玉た
ま

梓づ
さ

之の 

使
つ
か
ひ

母も

不
所
見

み

へ

ず 

成ま
り

奴む

礼れ

婆ば 

痛い
た

毛も

為す

便べ

無な

三み 

夜ぬ

干ば

玉た
ま

乃の 

夜よ
る

者は

須す

我が

良ら

尓に 

赤あ
か

羅ら

引ひ
く 

日ひ

母も

至
闇

く
る
る
ま
で 

雖
嘆

な
げ
け
ど
も 

知し
る

師し

乎を

無な

三み 

雖
念

お
も
へ
ど
も 

田た

付づ
き

乎を

白し
ら

二に 

幼た
わ

婦や
め

常と 

言い
は

雲く
も

知し
る 蝉

邇
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久く 

手た

小
童

は

ら

は

之の 

哭ね

耳の
み

泣な
き

管つ
つ 

俳
徊

た
も
と
ほ
り 

君き
み

之が

使
つ
か
ひ

乎を 

待ま
ち

八や

兼か
ね

手て

六む 
 

（
巻
四
・
六
一
九
） 

河
蝦

か

は

づ

鳴な
く 

六む
つ

田た

乃の

河か
は

之の 

川か
は

楊や
ぎ

乃の 

根ね

毛も

居こ

侶ろ

雖
見

み

れ

ど 

不
飽

あ

は

ぬ

河か
は

鴨か
も 

 

（
巻
九
・
一
七
二
三
） 

血ち

沼ぬ

之の

海う
み

之の 

塩し
ほ

干ひ

能の

小こ

松ま
つ 

根ね

母も

己こ

呂ろ

尓に 

恋こ
ひ

屋や

度
わ
た
ら
む 

人
ひ
と
の

児こ

故ゆ
え

尓に

（
巻
一
一
・
二
四
八
六
或
本
歌
） 

菅
す
が
の

根ね

之の 
根ね

毛も

一
伏
三
向

こ

ろ

凝ご

呂ろ

尓に 

吾あ
が

念も
へ

有る 

妹い
も

尓に

緑よ
り

而て

… 
 

（
巻
一
三
・
三
二
八
四
） 

於お

保ほ

支き

見み

能の 

末ま

支き

能の

末ま

尓に

々ま

々に 

等と

里り

毛も

知ち

氐て 

都つ

可か

布ふ

流る

久く

尓に

能の 

年
と
し
の

内う
ち

能の 

許こ

登と

可か

多た

祢ね

母も

知ち 

多た

末ま

保ほ

許こ

乃の 

美み

知ち

尓に

伊い

天で

多た

知ち 
伊い

波は

祢ね

布ふ

美み 

也や

末ま

古こ

衣え

野の

由ゆ

支き 

弥み

夜や

故こ

敝へ

尓に 

末ま

為ゐ

之し

和わ

我が

世せ

乎を 

安あ

良ら

多た

末ま

乃の 

等と

之し

由ゆ

吉き

我が

弊へ

理り 
月つ

き

可か

佐さ

祢ね 

美み

奴ぬ

日ひ

佐さ

末ま

祢ね

美み 

故こ

敷ふ

流る

曾そ

良ら 

夜や

須す

久く

之の

安あ

良ら

祢ね

波ば 

保ほ

止と

々と

支ぎ

須す 

支き

奈な

久く

五
月

さ

つ

き

能の 

安あ

夜や

女め

具ぐ

佐さ 
余よ

母も

疑ぎ

可か

豆つ

良ら

伎き 

左さ

加か

美み

都づ

伎き 

安あ

蘇そ

比び

奈な

具ぐ

礼れ

止ど 

射い

水み
づ

河か
は 

雪ゆ
き

消げ

溢
は
ふ
り

而て 

逝ゆ
く

水み
づ

能の 

伊い

夜や

末ま

思し

尓に

乃の

未み 
多た

豆づ

我が

奈な

久く 

奈な

呉ご

江え

能の

須す

気げ

能の 

根ね

毛も

己こ

呂ろ

尓に 

於お

母も

比ひ

牟む

須す

保ぼ

礼れ 

奈な

介げ

伎き

都つ

々つ 

安あ

我が

末ま

川つ

君き
み

我が 

許こ

登と

乎を

波は

里り 
可か

敝へ

利り

末ま

可か

利り

天て 

夏
な
つ
の

野の

乃の 

佐さ

由ゆ

利り

乃の

波は

奈な

能の 

花は
な

咲ゑ
み

尓に 

々に

布ふ

夫ぶ

尓に

恵ゑ

美み

天て 

阿あ

波は

之し

多た

流る 

今
日

け

ふ

乎を

波は

自じ

米め

氐て 
鏡

か
が
み

奈な

須す 

可か

久く

之し

都つ

祢ね

見み

牟む 

於お

毛も

我が

波は

利り

世せ

須ず 

（
巻
一
八
・
四
一
一
六
） 

「
葉
根
縵
」（
二
例
） 

葉は

根ね

縵
か
づ
ら 

今い
ま

為す
る

妹い
も

乎を 

夢
い
め
に

見み

而て 

情
こ
こ
ろ
の

内う
ち

二に 

恋こ
ひ

渡
わ
た
る

鴨か
も  

 
（
巻
四
・
七
〇
五
） 

葉は

根ね

縵
か
づ
ら 

今い
ま

為す
る

妹い
も

者は 

無
な
か
り

四し

呼を 

何
い
づ
れ
の

妹い
も

其そ 

幾
許

そ

こ

ば

恋こ
ひ

多た

類る 
 

（
巻
四
・
七
〇
六
） 

 

三
、
借
訓
字
の
「
根
」 

植
物
を
意
味
す
る
語
で
正
訓
字
の
も
の
に
傍
線
、
地
名
・
枕
詞
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
も
の
に
破
線
を
付

し
た
。
ま
た
音
字
の
も
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
す
。 

（
一
）

名
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
二
例
） 

芝し
ば

付つ
き

乃の 

御み

宇う

良ら

佐さ

伎き

奈な

流る 

根ね

都つ

古こ

具ぐ

佐さ

安あ

比ひ

見み

受ず

安あ

良ら

婆ば

安あ

礼れ

古こ

非ひ

米め

夜や

母も

（
巻
一
四
・
三
五
〇
八
） 

於お

伎き

敝へ

欲よ

里り

美み

知ち

久く

流る

之し

保ほ

能の

伊い

也や

麻ま

之し

尓に

安あ

我が

毛も

布ふ

支き

見み

我が

弥み

不ふ

根ね

可か

母も

加か

礼れ 

（
巻
一
八
・
四
〇
四
五
） 

（
二
）

形
容
詞
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
一
例
） 

天あ
ま

飛と
ぶ

也や 

軽
か
る
の

路み
ち

者は 

吾
妹

わ

ぎ

も

児こ

之が 

里さ
と

尓に

思し

有あ
ら

者ば 

懃
ね
も
こ
ろ
に 

欲
み
ま
く

見ほ
し
け

騰 

不
已

や

ま

ず

行い
か

者ば 

人ひ
と

目め

乎を

多お
ほ

見み 

真ま

根ね

久く

徃い
か

者ば 

人ひ
と

応
知

し
り
ぬ
べ

見み 

狭さ

根ね

葛
か
づ
ら 

後の
ち

毛も

将
相

あ

は

む

等と 

大お
ほ

船ぶ
ね

之の 

思
お
も
ひ

憑
た
の
み

而て 

玉た
ま

蜻
か
ぎ
る 

磐い
は

垣か
き

淵ふ
ち

之の 

隠
こ
も
り

耳の
み 

恋こ
ひ

管つ
つ

在あ
る

尓に

度
わ
た
る

日ひ

乃の 

晩く
れ

去ゆ
く

之が

如ご
と 

照て
る

月つ
き

乃の 

雲く
も

隠
が
く
る

如ご
と 

奥お
き

津つ

藻も

之の 

名な

延び
き

之し

妹い
も

者は 

黄
葉

も
み
ち
ば

乃 

過
す
ぎ
て

伊い

去に
き

等と 

玉た
ま

梓づ
さ

之の 

使
つ
か
ひ

之の

言い
へ

者ば 

梓
あ
づ
さ

弓ゆ
み 

声お
と

尓に

聞き
き

而て 

一
云
、 

声お
と

耳の
み

聞き
き

而て 

将
言

い

は

む

為す

便べ 

世せ

武む

為す

便べ

不
知

し

ら

尓に 

声ね

耳の
み

乎を 

聞き
き

而て

有あ
り

不
得

え

ね

者ば 

吾あ
が

恋
こ
ふ
る 

千ち
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重へ

之の

一ひ
と

隔へ

毛も 

遣な
ぐ

悶さ
も

流る 

情
こ
こ
ろ

毛も

有あ
り

八や

等と 

吾
妹

わ

ぎ

も

子こ

之が 

不
止

や

ま

ず

出い
で

見み

之し 

軽
か
る
の

市い
ち

尓に 

吾わ
が

立た
ち

聞き
け

者ば 

玉た
ま

手だ

次す
き 

畝う
ね

火び

乃の

山や
ま

尓に 

喧な
く

鳥と
り

之の 

音こ
ゑ

母も

不
所
聞

き

こ

え

ず 

玉た
ま

桙
ほ
こ
の 

道み
ち

行ゆ
き

人び
と

毛も 

独
ひ
と
り

谷だ
に 

似に
て

之し

不
去

ゆ

か

ね

者ば 

為す

便べ

乎を

無な

見み 

妹い
も

之が

名な

喚よ
び

而て 

袖そ
で

曾そ

振ふ
り

鶴つ
る 

或
本
、
有
謂
之
名な

耳
の
み
を

聞き
き

而て

有あ
り

不
得

え

ね

者ば

句 
 

 
 

（
巻
二
・
二
〇
七
） 

希
求
の
終
助
詞
（
一
一
例
） 

籠こ

毛も

与よ 

美み

籠こ

母も

乳ち 

布ふ

久く

思し

毛も

与よ 

美み

夫ぶ

君く

志し

持も
ち 

此こ
の

岳を
か

尓に 

菜な

採つ
ま

須す

児こ 

家い
へ

告の
ら

閑せ 

名な

告の
ら

紗さ

根ね 

… 

（
巻
一
・
一
） 

…
荒

あ
ら
き

浪な
み 

風か
ぜ

尓に

不
令
遇

あ

は

せ

ず 

草
管
見 

身
疾

や

ま

ひ

不
有

あ
ら
せ
ず 

急
す
む
や
け
く 

令
変

か

へ

し

賜
た
ま
は

根ね 

本
も
と
の

国く
に

部へ

尓に

（
巻
六
・
一
〇
二
〇
、
一
〇
二
一
） 

於
君

き

み

に

似に
る 

草く
さ

登と

見み
し

従よ
り 

我わ
が

標し
め

之し 

野の

山や
ま

之の

浅あ
さ

茅ぢ 

人ひ
と

莫な

苅か
り

根そ
ね  

 

（
巻
七
・
一
三
四
七
） 

朝あ
さ

裳も

吉よ
し 

木き

方へ

徃ゆ
く

君き
み

我が 

信ま

土つ
ち

山や
ま 

越こ
ゆ

濫ら
む

今
日

け

ふ

曽そ 

雨あ
め

莫な

零
根

ふ
り
そ
ね 

 

（
巻
九
・
一
六
八
〇
） 

鴈か
り

鳴が
ね

之の 

来き

喧な
か

牟む

日ひ

及ま
で 

見み

乍つ
つ

将
有

あ

ら

む 

此こ
の

芽
子

は

ぎ

原は
ら

尓に 

雨あ
め

勿な

零
根

ふ
り
そ
ね 

 

（
巻
一
〇
・
二
〇
九
七
） 

白し
ら

露つ
ゆ

尓に 

荒あ
ら

争そ
ひ

金か
ね

手て 

咲
さ
け
る

芽
子

は

ぎ 

散
ち
ら
ば

惜を
し

兼け
む 

雨あ
め

莫な

零
根

ふ
り
そ
ね  

 

（
巻
一
〇
・
二
一
一
六
） 

春
日
野

か

す

が

の

之の 

芽
子

は
ぎ
は

落
者

ち
り
な
ば 

朝
東

あ
さ
ご
ち
の 

風か
ぜ

尓に

副
た
ぐ
ひ

而て 

此こ

間こ

尓に

落ち
り

来こ

根ね 
 

（
巻
一
〇
・
二
一
二
五
） 

色い
ろ

付
相

づ

か

ふ 

秋あ
き

之の

露つ
ゆ

霜し
も 

莫な

零
根

ふ
り
そ
ね 

妹い
も

之が

手た

本も
と

乎を 

不
纒

ま

か

ぬ

今
夜

こ

よ

ひ

者は 
 

（
巻
一
〇
・
二
二
五
三
） 

新
室

に
ひ
む
ろ
の 

壁か
べ

草く
さ

苅か
り

迩に 

御
座

い

ま

し

給
根

た
ま
は
ね 

草く
さ

如
の
ご
と 

依
逢

よ
り
あ
ふ

未
通
女

を

と

め

者は 

公
き
み
が

随
ま
に
ま
に 

（
巻
一
一
・
二
三
五
一
） 

玉
垂

た
ま
だ
れ
の 

小を

簾す

之の

寸す

鶏け

吉き

仁に 

入い
り

通
か
よ
ひ

来こ

根ね 

足た
ら

乳ち

根ね

之の 

母は
は

我が

問
と
は
さ

者ば 

風か
ぜ

跡と

将
申

ま
を
さ
む

（
巻
一
一
・
二
三
六
四
） 

奥お
く

山や
ま

之の 

真ま

木き

乃の

板い
た

戸と

乎を 

押お
し

開
ひ
ら
き 

思し

恵ゑ

也や

出い
で

来こ

根ね 

後の
ち

者は

何な
に

将
為

せ

む  

（
巻
一
一
・
二
五
一
九
） 

（
三
）

付
属
語
ま
た
は
そ
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の 

助
詞
ガ
ネ
で
使
用
さ
れ
る
も
の
（
一
例
） 

梅
花

う
め
の
は
な 

吾わ
れ

者は

不
令
落

ち

ら

さ

じ 

青あ
を

丹に

吉よ
し 

平
城

な

ら

之な
る

人
ひ
と
も 

来き

管つ
つ

見み
る

之が

根ね 
 

（
巻
九
・
一
九
〇
六
） 

打
消
の
助
動
詞
ズ
の
已
然
形
で
使
用
さ
れ
る
も
の
（
一
例
） 

多た

気け

婆ば

奴ぬ

礼れ

多た

香か

根ね

者ば

長な
が

寸き 

妹い
も

之が

髪か
み 

此
来

こ
の
こ
ろ

不
見

み

ぬ

尓に 

搔か
き

入い
れ

津つ

良ら

武む

香か 

（
巻
二
・
一
二
三
） 

 
（
四
）

イ
モ
ナ
ネ
で
使
用
さ
れ
る
も
の
（
一
例
） 

小を

垣か
き

内つ

之の 

麻あ
さ

矣を

引ひ
き

干ほ
し 

妹い
も

名な

根ね

之が 

作
つ
く
り

服き
せ

異け

六む 

白し
ろ

細た
へ

乃の 

紐ひ
も

緒を

毛も

不
解

と

か

ず 

一ひ
と

重へ

結ゆ
ふ 

帯お
び

矣を

三み

重へ

結ゆ
ひ 

苦
く
る
し

伎き

尓に

仕
つ
か
へ

奉
ま
つ
り

而て 
今い

ま

谷だ
に

裳も 

国く
に

尓に

退
ま
か
り

而て 

父ち
ち

妣は
は

毛も 

妻つ
ま

矣を

毛も

将
見

み

む

跡と 

思
お
も
ひ

乍つ
つ 

徃ゆ
き

祁け

牟む

君き
み

者は 

鳥
と
り
が

鳴な
く 

東
あ
づ
ま
の

国く
に

能の 

恐
か
し
こ
き

耶や 

神か
み

之の

三み

坂さ
か

尓に 

和に
き

霊た
へ

乃の 

服
こ
ろ
も

寒さ
む

等ら

丹に 

烏ぬ
ば

玉た
ま

乃の 

髪か
み

者は

乱
み
だ
れ

而て 

邦く
に

問と
へ

跡ど 

国く
に

矣を

毛も

不
告

の

ら

ず 

家い
へ

問と
へ

跡ど 

家い
へ

矣を

毛も

不
云

い

は

ず 

益ま
す

荒ら

夫を

乃の 
去ゆ

き

能の

進
ま
に
ま

尓に 

此
間

こ

こ

に

偃
こ
や
せ

有る 
 

 

（
巻
九
・
一
八
〇
〇
） 

（
二
〇
一
七
年
度
卒
業
生

中
日
本
炉
工
業
株
式
会
社
）  


